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岩手大学と岩手県は、「平泉文化研究機関整備推進事業」により、

平泉文化研究に必要な、研究者相互の連携や多角的・学際的な研究

の推進を図るための共同研究など、研究基盤の整備と拡充に取り組

んでまいりました。

共同研究は、岩手県が策定した「平泉文化の総合的研究基本計画」

（第３期）に基づくもので、令和２年度から令和６年度までの５カ年

で、岩手大学と岩手県が２つのテーマで共同研究を行うこととして

おります。

岩手大学は「平泉文化研究センター」を、岩手県は「平泉遺跡群

調査事務所」をそれぞれ設置し、平泉文化の研究を進めてまいりま

した。この間、平成18年度からは、平泉文化に係る総合的な研究と

フォーラムを共同で行い、平成25年度には平泉遺跡群調査事務所内

に共同研究サテライトを設置するなど、相互に研究の連携を図って

きたところです。

本「平泉文化研究年報」は、平成12年度から刊行を継続しており

ますが、今後も５カ年にわたる共同研究の成果を順次発表し、本年

報が平泉文化の研究を進展させる一助となるよう努めて参ります。

最後に、共同研究への御理解と御協力をいただいた関係機関に深

く感謝を申し上げます。

　　令和３年３月

岩手大学
岩 手 県
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例　言

１．本書は、岩手大学と岩手県が共同で実施した研究の成果をまとめたものであり、その成果

については両者が等分に保有している。

２．共同研究計画は、両者が協議のうえ策定しているが、研究活動に要する経費については、

岩手県が岩手大学に対して負担したうえで執行している。

３．本書の編集は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化財課が行った。



Ⅰ  研究報告



研究報告１-１「東・北アジアにおける政治拠点と平泉の比較研究」
仏教の視点から見た隋唐洛陽城宮城の空間構造

－隋から則天武后期を中心として－
劉　海宇　

隋の煬帝によって造営された東都洛陽城の宮城は、その南北軸のずれが仏教聖地の龍門（伊
闕）の方角に合致するために生じており、都市計画に仏教的要素が取り入れられたと考えら
れる。則天武后期では伝統の「前朝後寝」基本的空間構造が大きく改造され、「後寝」の寝
殿生活区・「前朝」の朝殿行政区と宮城南北軸終点にある仏教の聖地龍門という三者を理想
郷とする仏教的宇宙観が伺える。

はじめに
奥州藤原氏の政治・行政拠点としての平泉が、東・北アジアにおいて独特の位置にあることを明ら
かにするため、東・北アジアにおける前近代の政治都市（拠点）の成立過程及びその構造を検討し、
関連する文献及び考古資料の精読に基づいて整理したうえで、12世紀における平泉との比較研究を行
うことが必要であり、2020年度から岩手県と岩手大学との共同研究が発足された。本年度は、特に仏
教的理想世界の具現化における関連施設の役割を明確化するため、中国隋唐洛陽城における宮城の空
間構造（隋から則天武后期を中心として）について、仏教の観点から関連資料を調査と整理して、考
えることにした。

１　隋洛陽城の宮城の造営とその仏教的要素
〇隋洛陽城の造営とその特徴
隋の東都洛陽城は、函谷関以東及び江南地区の統制の強
化のため、煬帝によって大業元年（605）からその造営が
開始された。煬帝は、同年三月に「洛邑は古よりの都、王
畿の内、天地の合するところ、陰陽の和するところなり。
控ふるに三河を以てし、固むるに四塞を以てし、水陸もて
貢賦等を通ず。（中略）いま伊、洛に於いて東京を営建す
べし（洛邑自古之都、王畿之内、天地之所合、陰陽之所和。
控以三河、固以四塞、水陸通貢賦等…今可於伊、洛営建東
京）」（『隋書』煬帝紀）という詔書を下し、建設をはじめ、
翌年春正月に完成したという。『隋書』食貨志によれば、
徴発された労働力は、毎月200万に達したという。
洛陽城の設計理念について、『新唐書』地理志に「都城
は前に伊闕に直し、背に邙山に拠り、左瀍右澗にして洛水
その中を横貫し、以て河漢に象る（都城前直伊闕、後拠邙
山、左瀍右澗、洛水貫其中、以象河漢）」とあり、東西に
貫通している洛水が天の川になぞらえられたという（図１、
中国社会科学院考古研究所2014：2の図に加筆）。秦の都城咸陽における設計思想として、「渭水都を貫

図１　隋唐洛陽城宮城の中軸線
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き、以て天漢に象る（渭水貫都、以象天漢）」（『三輔黄図』巻二）とあるため、その伝統を継承したと
考えられる。ただし、縦軸としての南北中軸線は少しずれが生じ、伝統都城の中軸線原理と違いがある。
そのずれは、宮城の中軸線のずれから生じるもので、宮城の設計思想とその原因を次節で検討する。
隋唐洛陽城の構成：郭城・宮城・皇城・東城・含嘉倉城等。現在確認できる規模：外郭城北壁
6,138ｍ、東壁7,312ｍ、南壁7,290ｍ、西壁6,776ｍ、面積は隋唐長安城の半分強（中国社会科学院考古
研究所2014：29）。
隋唐長安城と比較し、洛陽城は以下の特徴をもつ。①洛水が城内を東西に走りぬけ、洛水につなが
る水渠が城内に縦横交差；②西北部の高台に宮城・皇城が偏在、宮城の中軸を龍門（伊闕）の方角に
合わせるため南北軸のずれ；③宮城の防御的構造の優越性など（図１）。その理由は、自然地形の制約、
政治と経済的目的、水運の便利・思想的造営理念（洛水を天の川になぞらえる）、宮城・皇城及び穀物
倉の含嘉倉などが西北部の高台に造営されたなどが指摘されている（妹尾達彦1997）。

〇隋洛陽城宮城とその中軸線建築
宮城とは、都城の中で天子の居住区域のこと
である。隋唐洛陽城の宮城は、その北西部に位
置しており、東西壁の長さ2,100ｍ、南北壁1,840
～2,160ｍ、大内・東西隔城・東西夾城・玄武城・
曜儀城・圓璧城からなる（図２、中国社会科学
院考古研究所2014：341）。
『元和郡県図誌』巻五に「其の宮は北に邙山に
拠り、南に伊闕の口に直し、洛水都を貫き、河
漢の象有り（其宮北拠邙山、南直伊闕口、洛水
貫都、有河漢之象）」とあり、隋の煬帝が邙山に
登り、南の龍門（伊闕）を眺めて南北軸のずれ
をもつ宮城の中軸線を決めたという。龍門とは、
山の谷あいに伊水が流れ、岸を挟んで対峙する
門闕のような龍門山の形状のことで、また伊闕
と呼ばれた。古典に、伊闕は伝説の帝王大禹に
よって開削されたもので、それによって氾濫し
た洪水が収まり、天下が安定したという（『呂氏
春秋』貴因篇・『説苑』貴徳篇・『淮南子』等）。また、伊水両岸の崖壁に、北魏時代から切り開かれた
龍門石窟群があり、仏教の聖地である。すなわち、隋の洛陽城の宮城は、北の邙山より、玄武門－大
業殿－大業門－乾陽殿－乾陽門－永泰門－則天門と続く建築が中軸線に存在しており、この中軸がさ
らに南へ洛水を渡り、大禹治水や仏教の聖地の龍門へと続くのである（図１）。隋の煬帝が、天台宗の
開祖智顗に帰依するほど、仏教の篤信者である。龍門を宮城の中軸線の終点にすることは、龍門石窟
群を理想郷とするという仏教的世界観が伺えるだろう。

〇隋洛陽城の内道場
内道場とは、「宮中において仏道を修行する所｡（中略）内寺」（『広辞苑』）のこととされている。隋
唐時代における内道場は、宮中における仏道の「修行」する場だけではなく、時には仏典の訳場及び
国家的宗教統制の行政機関でもあり（陳金華2019）、おおよそ宮城内及び禁苑の中に位置している。
隋洛陽城の宮城に慧日・法雲の両道場が存在した。最初、開皇十九年（599）楊広（後の煬帝）は江都（揚

図２　隋唐洛陽城宮城の実測図
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州）で両仏教道場を造営し、606年東都洛陽の宮城に移した。『続高僧伝』に「隋東都内慧日道場」の
僧として敬脱・智脱・法澄・道荘・法論・立身・智果等の伝があり、また志寛法師も「既に慧日に処り、
講悟相仍

かさ

なる」と見える。『大業雑記』によれば、両道場は洛陽宮城の南西部にあり、光正門と隆慶門
の間に位置するという。
また大業二年（606）、禁苑の上林苑に翻経館が設置された。『続高僧伝』達摩笈多伝に、「（煬帝）す
なわち勅を下し、洛水南浜上林苑のうちに於いて、翻経館を置き、翹秀を搜挙し、永鎮して伝法せし
む（乃下敕於洛水南浜上林苑建翻経館、捜挙翹秀、永鎮伝法）」とある。
仏教の視点から隋洛陽城宮城の都市計画をどう捉えるか考えると、そこに仏教的要素をもつ点は、

（１）都市計画基準線の終点が仏教聖地龍門である点、（２）宮城内に内道場として慧日・法雲の両道
場を設置する点、（３）禁苑の上林苑に翻経館が設置された点等である。隋の煬帝は、天台宗開祖の智
顗に帰依するほどの熱心な仏教信者であるため、洛陽城の都市計画に仏教的要素を取り入れるのがむ
しろ自然なことであろう。その都市プランに、宮城の空間を現世の世界とし、中軸線の終点となる龍
門石窟を理想郷とするという仏教的世界観による影響が伺えるのであろう。

２　唐高宗期における洛陽城の宮城
〇唐高宗期における洛陽城の宮城再建
隋末の戦乱により、洛陽城の宮城は破壊されており、唐太宗のときに「洛陽宮」と称されたが、再
建されなかった。高宗皇帝は、顕慶二年（658）から洛陽城を東都として位置づけ、隋の宮城の空間構
造を継承しながら、その中の建築等を全面的に改修・増築した。
高宗期の宮城の中軸線に位置する建築は、南から応天門－乾元門－乾元殿－燭龍門－貞観殿－徽猷
殿－玄武門と続く。おおまかに二つの区域に分かれており、応天門から燭龍門までは朝殿行政区、燭
龍門から玄武門までは寝殿生活区である。いわゆる伝統の「前朝後寝」制度に従っていた基本的空間
構造がうかがえる。弘道元年（683）十二月に、高宗皇帝は、洛陽城の宮城の貞観殿（隋の大業殿）に
崩御したという（『新唐書』高宗紀）。

〇唐高宗期における洛陽城の内道場
『貞元新定釈教目録』によれば、「顕慶二年（657）春二月、洛陽宮に駕幸し（玄奘）法師と仏光王駕
前にして発し、翻経僧五人を併せ、弟子各一を陪従せしめ、事事公給す。既に到れば積翠宮に安置し、
大内麗日殿に召し入れ、観所縁等論を翻す。夏四月、車駕明徳宮に避暑し、法師もまた陪従し、飛花
殿に安置し、大毘婆沙等論を訳す。五月、法師積翠宮に帰り翻訳するを勅す（顯慶二年春二月、駕幸
洛陽宮、法師與佛光王駕前而発、并翻経僧五人、陪従弟子各一、事事公給。既到安置積翠宮、召入大
内麗日殿、翻観所縁等論。夏四月、車駕避暑於明徳宮、法師亦陪従、安置飛花殿訳大毘婆沙等論。五月、
勅法師還於積翠宮翻訳）」という。この文章によれば、玄奘法師は洛陽大内の麗日殿で訳経し、その後、
宮城の西に広がる西苑 （隋の上林苑） の積翠宮・飛花殿に滞在したという。言い換えれば、高宗皇帝は、
宮城や禁苑の宮殿を内道場として、高僧を安置して訳経させたりしていた。
また、龍門石窟萬仏洞の永隆元年（680）の刻銘に洛陽「内道場運禅師」の名が見えており、「大監
姚神表」と共同で「天皇・天后・太子・諸王」のために一万五千体の仏像が造られた。この「運禅師」
が内道場で供奉した尼僧の智運であるという（曾布川寛1988：299）。
高宗は、東都洛陽城の宮城を大きく改修・増築したが、基本的に隋の宮城の空間構造を継承した。
すなわち宮城の空間を現世の世界とし、中軸線の終点となる龍門石窟を理想郷とするという仏教的世
界観をも受け継いだと言えよう。
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３　則天武后期における洛陽城の宮城と仏教的改造
高宗皇帝に改修・増築された洛陽城の宮城は、則天武后期には神都の宮殿区域として仏教的に大き
く改造され、長らく繁栄した。

〇武周革命とその思想的根拠
武周革命とは、載初元年（690）に則天武后が唐王朝を中断させ、皇帝となって国号を周と改め、大
周王朝を創立したことである。その思想的根拠は『大雲経疏』と『宝雨経』であるとされている。『旧唐書』
薛懐義列伝に、僧侶の薛懐義らが内道場において念誦し、また「大雲経を造り、符命を陳べ、則天こ
れ弥勒の下生にして、閻浮提の主を作し、唐氏まさに微かなるべしと言う。故に則天革命し、周を称
す（造大雲経、陳符命、言則天是弥勒下生、作閻浮提主、唐氏合微。故則天革命稱周）」とあり、ここ
にいう『大雲経』は『大雲経神皇授記義疏』の略で、東晋時代の曇無讖に訳出された『大雲経』（『大
方等無想経』の別名）の義疏（解説）のことと指摘されており（アントニーノ・フォルテ1984）、現在
一般的に『大雲経疏』と略す。『大雲経疏』は、載初元年七月に成立し、大雲が甘雨を降らして地を潤
すように、また母が子を養育するように、神皇（則天武后）が天下に君臨することを説く。また、釈
迦が浄光天女に対して予言し、「即ち女身を以て当に国土に王すべき者は、所謂聖母神皇是なり（即以
女身当王国土者、所謂聖母神皇是也）」、「弥勒は即ち神皇の応なり（弥勒即神皇之応）」などとあり、
則天武后を下生の弥勒仏と説く。同年九月九日、則天武后は登極して国号を周と改め、天授に改元し
た。尊号を「聖神皇帝」とし、息子の睿宗を「皇嗣」に降した。『宝雨経』は、長寿二年（693）九月
に成立したもので、女帝が転輪聖王として君臨、弥勒仏の下生として寿命が無量となることを説く（大
西磨希子2017：368－375）。
則天武后は、載初元年（690）に「聖神皇帝」の尊号で登極し、その後、長寿二年（693）に「金輪
聖神皇帝」、証聖元年（695）に「慈氏越古金輪聖神皇帝」、また同年に「天冊金輪大聖皇帝」などと号し、
尊号を目まぐるしく変更した。その目的は、自分こそが弥勒下生であり、また転輪聖王でもあること
を強調するためであろう。大西磨希子氏は、則天武后は「転輪聖王と言う理想的な王者のなかでも最
も優れた金輪王であると同時に、この世に下生した理想郷を実現する弥勒仏が応化した存在」と指摘
した（大西磨希子2017：396）。

〇明堂
明堂とは、受命の帝王のみが建立できる建物、「上円下方」の様式とされるもので、祖先祭祀・朝見
の場（正殿）でもある。太宗と高宗の時に、その建立について議論されたが、創建できなかった。則
天武后は、垂拱四年（688）に洛陽城宮城正殿の乾元殿を解体して明堂を創立した。この明堂について、『旧
唐書』礼儀志に「凡そ高さ二百九十四尺、東西南北各おの三百尺。三層有り（中略）木を刻みて瓦と為し、
夾紵もて之を漆す。明堂の下に鉄渠を施し、以て辟雍の象と為す。萬象神宮と号す（凡高二百九十四尺、
東西南北各三百尺。有三層（中略）刻木為瓦、夾紵漆之。明堂之下施鉄渠、以為辟雍之象。号萬象神宮）」
と記されている。明堂は、儒教の伝統コンセプトによって創建されたが、その建立監督者が僧侶の薛
懐義であり、またそこで常に仏事や法会などが行われることから、明らかに仏教法堂の性格をもち、「萬
象神宮」の別名もある。
たとえば、『旧唐書』礼儀志に、載初元年（690）二月、則天武后は ｢また明堂に御し、大いに三教
を開く。内史の邢文偉、孝経を講じ、侍臣及僧・道士等を命じて次を以て論議せしめ、日昃に乃ち罷
む（則天又御明堂、大開三教。内史邢文偉講孝経、命侍臣及僧・道士等以次論議、日昃乃罷）｣ と見え
ており、儒・仏・道三教の高位者達を明堂に集めて討論を行なわせたという。長寿二年（693）九月に、
則天武后は明堂で「金輪聖神皇帝」の尊号を受け、朝議するたび転輪王の七宝を陳設した。七宝とは、『弥
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勒下生成仏経』に見える「金輪宝・象宝・馬宝・珠宝・女宝・主蔵宝・主兵宝」のことであろう。また、
天冊万歳元年（695）正月、明堂で無遮会を行い、深さ五丈の穴を掘り、そこから仏像を引き出して地
下より涌出したという（『資治通鑑』巻205）。長安五年（705）正月に、岐州の法門寺から仏舎利を迎え、
東都洛陽の明堂で供養した（「唐大薦福寺故寺主翻経大徳法蔵和尚伝」）。
明堂は、證聖元年（695）正月に仏寺天堂の火災からの延焼によって消失されたが、翌年に再建された。
1986年、明堂遺跡は発掘され、その基壇が八角形、東西54.7ｍ、南北45.7ｍとなる。基壇は、心柱構造
の遺構で、口径9.8m、深さ4.06m、焼かれた痕跡が残り、底部に礎石が敷かれている（中国社会科学院
考古研究所2014：481－482）。

〇天堂（仏光寺）
天堂は、則天武后によって建立された仏教建築であり、洛陽城宮城正殿明堂の北西に位置する。そ
の建立監督者は、明堂と同じく僧侶の薛懐義である。大仏を安置するための建物であり、『旧唐書』礼
儀志に「また明堂の後に天堂を造り、以て佛像を安ず。高さ百余尺（又於明堂後造天堂、以安佛像、
高百余尺）」と記されている。『資治通鑑』巻204と巻205にやや詳細に記され、「また明堂の北に天堂
五級を起こし、以て大像を貯ふ。三級に至れば、則ち明堂を俯視するなり。（中略）太后、僧懐義を命
じ、夾紵大像を作らしめ、其の小指の中になお数十人を容れ、明堂の北に天堂を構へて以てこれを貯
ふ（又於明堂北起天堂五級以貯大像、至三級則俯視明堂矣。（中略）太后命僧懐義作夾紵大像、其小指
中猶容數十人、於明堂北構天堂以貯之）」とある。則天武后の「弥勒下生」の世論操作から、天堂に安
置された乾漆像の大仏は弥勒像と推定されており、その高さが30m余りに達したとされている（羅世
平2016）。前述した『資治通鑑』
によれば、天堂は、高さ294尺
の明堂より遥かに大きく、五階
建てとされているが、おそらく
五重塔の構造になると思われる。
證聖元年（695）正月に火災で
焼失、再建はなかったが、その
場所は仏光寺になった。
1977年 から1980年 まで天
堂遺跡は発掘され、金銅の造
像記や『法華経』見宝塔品の刻経残石などが出土した（図３、洛陽市文物考古研究院2016：31・69－
72）。金銅の造像記に「維大唐神龍元年歳次己巳四月庚戌朔八日丁巳、奉為皇帝皇后敬造釈迦牟尼佛
一鋪、用此功徳、滋助皇帝皇后聖化無窮、永充供養」記されており、神龍元年とは長安五年のことで、
則天武后が正月に退位し、中宗皇帝が即位して「神龍」に改元した。四月八日に釈迦の誕生を祝う灌
仏会が行われ、造像記が供養されたと思われる。刻経残石は天堂遺跡の上に建てられた二号建築址か
ら検出され、柱の礎石に転用された。天堂七宝塔の外壁に嵌め込まれた刻経石と推測される（劉海宇
2019）。同じよく刻経石で装飾される事例として、杭州雷峰塔の遺跡からも出土している（浙江省文
物考古研究所2005：40－65）。これらの遺物は天堂の性格を示す。『法華経』見宝塔品に「爾の時、仏
の前に七宝の塔有り、高さ五百由旬、縦広二百五十由旬にして、地より涌出し、空中に住在せり（爾
時佛前有七宝塔、高五百由旬、縦広二百五十由旬、従地踊出住在空中）」とあり、また『大雲経』にも
王位を継いだ王女増長が七宝塔を建立するとある。天堂は『法華経』等の仏典に見える七宝塔であり、
則天武后こそが四天王宮・三十三天を統治する女帝であることを宣言する装置でもある。

図３　天堂遺跡出土の金銅造像記と刻経残石の拓本
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則天武后は、洛陽城の宮城における伝統の「前朝後寝」基本的空間構造を大きく改造した。「前朝」
の正殿乾元殿を仏堂の性格の明堂に改築し、またその後ろに弥勒大仏を安置する天堂を建立した。す
なわち、「後寝」の寝殿生活区を現世の世界とし、「前朝」の朝殿行政区を仏教的理想郷の空間として
改造したと考えられる（図４、洛陽市文物考古研究院2016：5より加筆）。さらに宮城中軸線の終点に
仏教の聖地龍門山を信仰の山とし、この三者を理想郷とする仏教的宇宙観が伺えるだろう。

おわりに
煬帝によって創建された隋東都洛陽城の
宮城は、その中軸を仏教聖地の龍門（伊闕）
の方角に合わせるため南北軸のずれが見られ、
都市計画に仏教的要素が取り入れられてお
り、その都市プランに、宮城の空間を現世
の世界とし、中軸線の終点となる龍門石窟
を理想郷とするという仏教的世界観が伺え
ると思われる。唐代初期の高宗期には東都
洛陽城の宮城を大きく改修・増築したが、
基本的に隋の宮城の空間構造を継承した。
則天武后が帝位につくため、当時民間に広
く深く浸透していた仏教を利用する場として、
洛陽城の宮城における伝統の「前朝後寝」
基本的空間構造を大きく改造し、「前朝」の正殿乾元殿を仏堂の性格の明堂に改築し、またその後ろに
弥勒大仏を安置する天堂を建立した。「後寝」の寝殿生活区・「前朝」の朝殿行政区（仏教的理想郷の
空間）と宮城中軸線終点にある仏教の聖地龍門という三者を理想郷とする仏教的宇宙観が見受けられる。
大宝の遣唐使（長安二年702、粟田真人一行）によって、則天武后期における仏教政策及び仏典・仏
教美術品等は日本へ舶載されていた。平泉の藤原氏については、清衡が奥州支配を達成したのち、朝
廷や院との結縁、自己支配の正当化を図るため、法皇や天皇の御願寺として壮大な伽藍を建立して仏
教を利用することとなる。則天武后の宮城の改造とその仏教論理による政権の正当化は、平泉の仏教
を考えるには一助となるだろう。

【参考文献】
アントニーノ・フォルテ　1984　「『大雲経疏』をめぐって」『敦煌講座７敦煌と中国仏教』　大東出版社
妹尾達彦　1997　「隋唐洛陽城の官人居住地」『東洋文化研究所紀要』巻133 
大西磨希子　2017　『東代仏教美術史の論考』法蔵館
浙江省文物考古研究所　2005　『雷峰塔遺址』文物出版社
曾布川寛　1988　「龍門石窟における唐代造像の研究」『東方学報』巻60
陳金華　2019　「唐代的内道場」『華林国際仏学学刊』第二巻第二期
中国社会科学院考古研究所　2014　『隋唐洛陽城1959～2001年考古発掘報告』文物出版社
洛陽市文物考古研究院　2016　『隋唐洛陽城天堂遺址発掘報告』科学出版社
羅世平　2016　「天堂法像－洛阳天堂大佛与唐代弥勒大佛　新　」『世界宗教研究』2016年第２期
劉海宇　2019　「隋唐時期的法舎利埋蔵研究」『岩手大学平泉文化研究センター年報』第７集

図４　則天武后期宮城の空間構造
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仏教の視点から見た隋唐洛陽城宮城の空間構造 
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一関文化センターに於いて 

劉 海宇 

岩手大学平泉文化研究センター 

共同研究テーマ1 

「東・北アジアにおける政治拠点と平泉の比較研究」 

目録 

はじめに 
一 隋洛陽城宮城の造営とその仏教的要素 
二 唐代高宗期における洛陽城の宮城 
三 則天武后期における洛陽城の宮城とそ
の仏教的改造 

おわりに 

はじめに 
 本研究は、岩手大学と岩手県との共同研究テーマ1「東・

北アジアにおける政治拠点と平泉の比較研究」の一部とな
る。研究の目的は、東・北アジアにおける前近代の政治都
市（拠点）の成立過程及びその構造を検討し、関連する文
献及び考古資料の精読に基づいて整理する。そのうえで、
12世紀における平泉との比較研究を行うことによって、政
治・行政拠点としての平泉が、東・北アジアにおいて独特
の位置にあることを明らかにすることを目的とする。 

 本年度は、特に仏教的理想世界の具現化における関連施設
の役割を明確化するため、中国隋唐洛陽城宮城の空間構造
について、隋から則天武后期を中心に、仏教の観点から関
連資料を調査と整理して考えることにした。 

 〇隋洛陽城の造営とその特徴 
隋の東都洛陽城は、函谷関以東及び江南地区の統
制の強化のため、煬帝によって大業元年(605)から
その造営が開始された。 
煬帝は、同年三月に「洛邑は古よりの都、王畿の
內、天地の合するところ、陰陽の和するところな
り。控ふるに三河を以てし、固むるに四塞を以て
し、水陸もて貢賦等を通ず。(中略)いま伊、洛に

於いて東京を営建すべし」という詔書を下し、建
設をはじめ、翌年正月に完成したという。 

一 隋洛陽城宮城の造営とその
仏教的要素 
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『隋書』食貨志によれば、徴発された労働
力は、毎月200万に達したという。 

隋唐洛陽城の構成：郭城・宮城・皇城・東
城・含嘉倉城等。 

現在確認できる規模：外郭城北壁6138ｍ、
東壁7312ｍ、南壁7290ｍ、西壁6776ｍ、面
積は隋唐長安城の半分強。 

外郭城北
壁6138ｍ、
東壁7312
ｍ、南壁
7290ｍ、
西壁6776
ｍ、面積
は隋唐長
安城の半
分強。 

洛   水 

洛陽城の特徴(長安城との比較)：①洛水が城
内を東西に走りぬけ、洛水につながる水渠
が城内に縦横交差。②西北部に宮城・皇城
が偏在。③宮城の中軸を龍門(伊闕)の方角に
合わせるため南北軸のずれ。④宮城の防御
的構造の優越性など。 

理由：自然地形の制約、政治と経済的目的。
水運の便利・思想的造営理念(天の川)、宮
城・皇城及び穀物倉の含嘉倉などが西北部
の高台に。(妹尾達彦「隋唐洛陽城の官人居住地」) 

 

隋煬帝の詔書：「洛邑自古之都，王畿之
內，天地之所合，陰陽之所和。控以三河，
固以四塞，水陸通貢賦等。(中略)今可於
伊、洛營建東京。」

宮
城
中
軸
線
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 宮城とは、都城の中で
天子の居住区域のこと
である。 

 隋唐洛陽城の宮城は、
その北西部に位置して
おり、東西壁の長さ
2100ｍ、南北壁1840～
2160ｍ、大内・東西隔

城・東西夾城・玄武
城・曜儀城・圓璧城か
らなる。 

〇隋洛陽城宮城とその中軸線建築  『元和郡県図誌』巻五に「其の宮は北に邙山に拠
り、南に伊闕の口に直し、洛水都を貫き、河漢の
象有り」と記され、隋の煬帝が邙山に登り、南の
龍門(伊闕)を眺めて南北軸のずれをもつ宮城の中
軸線を決めたという。 

 龍門とは、山の谷あいに伊水が流れ、岸を挟んで
対峙する門闕のような龍門山の形状のことで、ま
た伊闕と呼ばれた。伊水両岸の崖壁に、北魏時代
から切り開かれた龍門石窟群があり、仏教の聖地
である。また、古典では、伝説の帝王大禹が龍門
(伊闕)を開いて黄河の治水を成功し、天下を安定
させたという。 

すなわち、隋洛陽城の宮城は、北の邙山よ
り、玄武門―大業殿ー大業門ー乾陽殿―乾
陽門ー永泰門―則天門と続く建築が中軸線

に存在しており、この中軸がさらに南へ洛
水を渡り、大禹治水や仏教聖地の龍門へと
続くのである。 

隋の煬帝が、天台宗の開祖智顗に帰依する
ほど、仏教の篤信者で、龍門を宮城の中軸
線とすることは、龍門石窟群を理想郷とす
るという仏教的世界観が伺えるだろう。 

〇隋洛陽城の内道場 

 1．隋の東都洛陽の内道場 
内道場とは、「宮中において仏道を修行する
所｡(中略)内寺」(『広辞苑』)のこととされて

いる。隋唐時代における内道場は、宮中にお
ける仏道の「修行」する場だけではなく、時
には仏典の訳場及び国家的宗教統制の行政機
関でもあり (陳金華2019)、おおよそ宮城内及
び禁苑の中に位置している。 
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 隋洛陽城の宮城に慧
日・法雲の両道場が
存在した。最初、開
皇十九年(599)楊広(の
ちの煬帝)は江都(揚
州)で両仏教道場を造
営し、606年東都洛陽

の宮城に移した。
『大業雑記』によれ
ば、両道場は洛陽宮
城の南西部にあり、
光正門と隆慶門の間
にあるという。

『河南志』隋代都城図より加筆
隋唐洛陽城西苑遺跡図 

隋
唐
洛
陽
城 

西 
 
 
 
苑 

翻経館 

洛水南濱、
上林苑内 

翻
経
館 

慧
日
・
法
雲
両
道
場 

宮城 

宮城の空間を現世の世界とし、中軸線の終
点となる龍門石窟群を理想郷とするという
仏教的世界観がうかがえる。 

〇唐高宗期における洛陽城の宮城再建 
隋末の戦乱により、洛陽城の宮城は破壊さ
れており、唐太宗のときに「洛陽宮」と称
されたが、再建されなかった。 
高宗皇帝は、顕慶二年(658)から洛陽城を東

都として位置づけ、隋の宮城の空間構造を
継承しながら、その中の建築等を全面的に
改修・増築した。 

2．唐高宗期における洛陽城の宮城 宮城の中軸線の建築は、南から応天門―乾
元門―乾元殿―燭龍門―貞観殿―徽猷殿―
玄武門と続き、応天門から燭龍門までは朝
殿行政区、燭龍門から玄武門までは寝殿生
活区である。 

いわゆる伝統の「前朝後寝」制度に従って
いた基本的空間構造がうかがえる。 

弘道元年(683)十二月に、高宗皇帝は、洛陽
城宮城の貞観殿(隋の大業殿)に崩御した。 
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〇唐高宗期における洛陽城の内道場 

『貞元新定釈教目録』によれば、玄奘法師
は洛陽大内の麗日殿で訳経し、その後、宮
城の西に広がる西苑 (隋の上林苑) の積翠
宮・飛花殿に滞在したという。 
言い換えれば、高宗皇帝は、宮城や禁苑の
宮殿を内道場として、高僧を安置して訳経
させたりしていた。 

隋唐洛陽城西苑遺跡図 

隋
唐
洛
陽
城 

西 
 
 
 
苑 

積翠宮 

積
翠
宮 

慧
日
道
場 

麗
日
殿 

飛花殿 明徳宮 

宮城 

高宗は、東都洛陽城の宮城を大きく改修・
増築したが、基本的に隋の宮城の空間構造
を継承した。 

すなわち宮城の空間を現世の世界とし、中
軸線の終点となる龍門石窟を理想郷とする
という仏教的世界観をも受け継いだと言え
よう。 

3 則天武后期における 
洛陽城の宮城とその仏教的改造 

 高宗皇帝に改修・増築された洛陽城の宮城は、則
天武后期には神都の宮殿区域として仏教的に大き
く改造され、長く繁栄した。 

 〇武周革命とその思想的根拠となる『大雲経疏』
と『宝雨経』の成立 

 武周革命とは、載初元年(690)に則天武后が唐王朝

を中断させ、皇帝となって国号を周と改め、大周王
朝を創立したことである。その思想的根拠は『大雲
経疏』と『宝雨経』であると指摘されている。 
 則天武后の世論操作①：弥勒下生、②：転輪聖王。 
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『大雲経疏』 

大雲が甘雨を降らして地を潤すように、ま
た母が子を養育するように、神皇(則天武后)
が天下に君臨することを説く。 

釈迦が浄光天女に対して予言し、「即ち女
身を以て当に国土に王すべき者は、所謂聖
母神皇是なり」とある。 

また「弥勒は即ち神皇の応なり」と、則天
武后を下生の弥勒仏と説く。 

則天武后の尊号 
 「金輪聖神皇帝」、長寿二年693、朝会に七宝を
並ぶ。「転輪聖王」の最上の「金輪」。 

 「越古金輪聖神皇帝」、延載元年694。 
 「慈氏越古金輪聖神皇帝」、証聖元年695。 
 「天冊金輪大聖皇帝」、証聖元年695。 
 大西磨希子氏は、則天武后は「転輪聖王と言う理
想的な王者のなかでも最も優れた金輪王であると
同時に、この世に下生した理想郷を実現する弥勒
仏が応化した存在」と指摘した(『東代仏教美術史の論考』)。 

〇明堂 
明堂とは、受命の帝王のみが建立できる建
物、「上圓下方」の様式とされるもので、
祖先祭祀・朝見の場(正殿)。太宗と高宗の時
に長く議論したが、創立できなかった。 

則天武后は、垂拱四年688に正殿の乾元殿を
解体して明堂を創立した。 

證聖元年(695)正月に仏寺天堂の火災からの

延焼によって消失されたが、翌年に再建さ
れた。 

明堂遺跡の発掘 
1986年、基壇八角形、東西54.7ｍ、南北
45.7ｍ。 

「唐東都武則天明堂発掘簡
報」、『考古』1988年3期。 
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明堂は明らかに仏教法堂の性格をもつ。 
長寿二年(693)九月から、則天武后は、明堂

で朝議するたび、転輪王の七宝を陳設する
という(『資治通鑑』)。 

また、明堂で仏事をも行った。たとえば、
天冊万歳元年(695)正月、明堂で無遮會を行

い、深さ五丈の穴を掘り、そこから仏像を
引き出して地下より涌出したという(『資治
通鑑』)。 

長安五年(705)正月に仏舎利を明堂で供養。 

〇天堂(294尺の明堂より遥かに大きい) 
天堂、則天武后によって建立された仏教建
築、正殿明堂の北側に位置する。大仏を安
置するために造られた建物でもある(『旧唐
書』礼儀志)。その仏像は弥勒像である(羅世
平2016)。 

證聖元年(695)正月に火災で焼失、再建はな
かったが、その場所は仏光寺になった。 

 1977から1980年まで天堂遺跡は発掘され、
金銅の造像記や『法華経』見宝塔品の刻経
残石などが出土した。 

これらの遺物は天堂の性格を示す。 
すなわち、天堂は『法華経』に見える七宝
塔であり、則天武后こそが四天王宫・三十
三天を統治する女帝であることを宣言する
装置でもある。 

『大雲経』にも王位を継いだ王女増長が七
宝塔を建立するとある。 

 天
堂
遺
跡
分
布
図(

中

心
坑
直
径
11.

3
ｍ)

中心坑断面図

天
堂
遺
跡
の
発
掘(

一
九
七
七‐

一
九
八
〇)
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明堂北轩廊

明堂西轩廊

大业殿南轩廊

天堂台基水渠

基壇ほぼ方
形、東西
69.15南北
77.7m、巨
木を中心柱
にして高層
建築を造営。

円形建築遺跡 円形建築の中心柱及び地宮 

地宮：円
形、壁は
石で築か
れ、底部
の中心に
礎石が置
かれる。 

出土遺物 

天堂遺跡出土造像記： 
「維大唐神龍元年歲次己巳四月庚戌朔八日丁巳，奉為皇帝皇后敬造釋
迦牟尼佛一鋪，用此功德，滋助皇帝皇后聖化無窮，永充供養。」 
神龍元年：705年(中宗) 

 

 『法華経』見宝塔
品刻経残石 

 天堂の性格を示す 
七宝塔、四天王
宫・三十三天を統
治する女帝 

 『大雲経』にも王
位を継いだ王女増
長が七宝塔を建立
するとある。 
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 煬帝によって創建された隋東都洛陽城の宮城は、
その中軸を龍門の方角に合わせるため南北軸のず
れが見られ、都市計画に仏教的要素が取り入れら
れただろう。 

 その都市プランに、宮城の空間を現世の世界とし、
中軸線の終点となる龍門石窟を理想郷とするとい
う仏教的世界観が伺えると思われる。 

 唐代初期の高宗期には東都洛陽城の宮城を大きく
改修・増築したが、基本的に隋の宮城の空間構造
を継承した。 

おわりに 
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則天武后が帝位につくため、当時民間に広
く深く浸透していた仏教を利用する場とし
て、洛陽城の宮城における伝統の「前朝後
寝」基本的空間構造を大きく改造し、「前
朝」の正殿乾元殿を、仏堂の性格をもつ明
堂に改築し、またその後ろに弥勒大仏を安
置する天堂を建立した。 

「後寝」の寝殿生活区・「前朝」の朝殿行
政区(仏教的理想郷の空間)と宮城中軸線終点

にある仏教の聖地龍門という三者を理想郷
とする仏教的宇宙観が見受けられる。 

 大宝の遣唐使(長安二年702、粟田真人一行)によっ

て、則天武后期における仏教政策及び仏典・仏教
美術品などは日本へ舶載されていた。 

 平泉の藤原氏については、清衡が奥州支配を達成
したのち、朝廷や院との結縁、自己支配の正当化
を図るため、法皇や天皇の御願寺として壮大な伽
藍を建立して仏教を利用することとなる。 

 則天武后の宮城の改造とその仏教論理による政権
の正当化は、平泉の仏教を考えるには一助となる
だろう。 

ご清聴、ありがとう御座いました 
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研究報告１-２「東・北アジアにおける政治拠点と平泉の比較研究」
奥州藤原氏の「拠点づくり」の考え方とその影響

－東日本地域を中心として－
大道　篤史・戸根　貴之　

奥州藤原氏は12世紀の平泉に居館・寺院・聖山の三者を東西軸に並べ、他に類を見ない完
全な仏国土（浄土）を造形したが、東日本地域において「仏国土（浄土）」の造形をもとに「地
域拠点」形成を行った事例を抽出し、比較検討を進めたところ、①三者が大きく離れるもの、
②居館とは離れるが、居館から見て北東方向に寺院－聖山が位置するもの、③近距離に三者
が南北軸に一列に配置されるもの、という３つの傾向がみられた。

１　はじめに
奥州藤原氏が仏国土（浄土）を平泉の地に造形し
た12世紀は、来世の極楽浄土往生を願う阿弥陀信
仰が隆盛を迎えた時代である。そのきっかけとして
1052年の「末法入り」が大きく影響している。阿弥
陀信仰を色濃く反映させた絵画が12世紀以降に多く
描かれることになるが、そのうちの一つに「山越阿
弥陀図」（右記）がある。臨終間際に阿弥陀如来とそ
の脇に侍す観世音菩薩、勢至菩薩が来迎し、極楽浄
土まで導いてくれる、という教えを描いた仏教絵画
である。２人の菩薩は山を下りて此岸にわたり、阿
弥陀如来は極楽浄土から此岸と彼岸の境界である山際まで来迎することが描かれ、此岸と彼岸と境界
である山が一体として描かれる。そのように山は聖なる場所として意識されてきたといえる。
現段階では、柳之御所遺跡（居館＝御所）を「此岸」とし、無量光院（寺院＝御堂）を「彼岸」の
造形と見立て、その両者が近接化するのが12世紀の特徴と考えている。さらに周囲の小丘陵状の地形
を信仰対象の山とし、その三者を「仏国土（浄土）」とする造形が見られる。　　
12世紀の東日本地域において平泉のような「仏国土（浄土）」の造形をもとに「地域拠点」形成を行っ
た事例が見られるのか、またそれは奥州藤原氏の「平泉」の影響を受けたものか、について比較検討
を進めていきたい。

２　調査の進め方について
今年度から岩手大学との共同研究を５か年計画で進めることとなった。研究内容は以下のとおりで
ある。

世界遺産としての平泉の新たな学術意義を確認するため、東・北アジアにおける前近代の政治
都市（拠点）の成立過程を検討し、12世紀における平泉との比較研究を行い、政治・行政拠点と
しての平泉が、東・北アジアにおいて独特の位置にあることを明らかにする。

山越阿弥陀図
（永観堂禅林寺 所蔵）
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今年度は日本列島の近世以前における政治都市の成立過程を整理することとし、以下の方法で進め
ることとした。

（１） 集成するにあたり比較する項目について
12世紀に特徴的な　御所（居館）－御堂（寺院）－聖山の近接化について、それぞれ以下のよ
うな項目を備えた事例を中心に集成する。

①　居館遺跡の特徴として
　●土師質土器（かわらけ）を多く有すること
　●中国産陶磁器や青白磁の出土がみられること
　●大規模な掘立柱建物
②　寺院の特徴として
　●仏堂の規模が確認できること。（阿弥陀堂に限定しない）
　●仏堂前面に園池を持つこと
③　「聖なる山」=「信仰対象の山」として
　●寺院または居館周辺に眺望可能な小丘陵状の地形が位置すること
　●小丘陵の「聖的=信仰的」な対象として以下のいずれかの特徴をもつこと。
　　・西方に位置する。　　・経塚を持つ。　　・廟・墓所を持つ。

（２） 仮説について
東日本地域において奥州藤原氏の影響力

は強く、同時期に浄土庭園伽藍を氏寺とし
て居館の周辺に持つ事例は多かったと考え
る。同様に山を「聖」的な対象としてみる
日本古来の自然信仰的な考え方は多くみら
れると考えるが、その完成度において平泉
の造形を上回るものは見られない。

（３） 今回の調査箇所
　・岩手県　平泉町
　・岩手県　紫波町日詰
　・福島県　会津坂下町
　・福島県　いわき市
　・栃木県　足利市
　・神奈川県　鎌倉市　
　・静岡県　伊豆の国市韮山

今年度は日本列島の近世以前における政治都市の成立過程を整理することとし、以下の方法で 

進めることとした。 

 

(1) 集成するにあたり比較する項目について 

  12 世紀に特徴的な 御所(居館)－御堂(寺院)－聖山の近接化について、それぞれ以下のような項

目を備えた事例を中心に集成する。 

 

① 居館遺跡の特徴として 

  ●土師質土器（かわらけ）を多く有すること 

  ●中国産陶磁器や青白磁の出土がみられること 

  ●大規模な掘立柱建物 

 ② 寺院の特徴として 

  ●仏堂の規模が確認できること。(阿弥陀堂に限定しない) 

  ●仏堂前面に園池を持つこと 

 ③ 「聖なる山」=「信仰対象の山」として 

  ●寺院または居館周辺に眺望可能な小丘陵状の地形が位置すること 

  ●小丘陵の「聖的=信仰的」な対象として以下のいずれかの特徴をもつこと。 

・西方に位置する。  ・経塚を持つ。  ・廟・墓所を持つ。 

 

(2) 仮説について 

東日本地域において奥州藤原氏の影響力

は強く、同時期に浄土庭園伽藍を氏寺とし

て居館の周辺に持つ事例は多かったと考え

る。同様に山を「聖」的な対象としてみる日

本古来の自然信仰的な考え方は多くみられ

ると考えるが、その完成度において平泉の

造形を上回るものは見られない。 

 

(3) 今回の調査箇所 

 ・岩手県 平泉町 

 ・岩手県 紫波町日詰 

 ・福島県 会津坂下町 

 ・福島県 いわき市 

 ・栃木県 足利市 

 ・神奈川県 鎌倉市  

・静岡県 伊豆の国市韮山 

 

 

 

 

紫波町日詰 

平泉 

栃木県足利 

福島県会津坂下 

福島県いわき 

神奈川県鎌倉 

静岡県伊豆の国市韮山 
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３　各地域の事例
（１） 岩手県内
　① 平泉（岩手県西磐井郡平泉町）　　　居館〇－　寺院（園池）〇　－聖山・経塚〇　

■居館　　�「平泉館」　柳之御所遺跡の堀内部地区が相当。政庁的役割を果たしつつも仏具の出
土、持仏堂の存在の可能性など日常的に宗教的活動を行っていたと考えられる。発
掘調査により12世紀後半に無量光院との連結を示す橋脚跡が「猫間が淵」から検出
されており、橋が架けられていたことが推測できる。

■寺院　　�無量光院（居館内の持仏堂を発展した
ものが無量光院と考えられる）

　　　　　�翼廊・中島を持つ浄土庭園が伽藍前方
に広がる。京都宇治の平等院を模して
建てられたといわれる。伽藍中軸線は
東西軸よりややずれる。

▲聖山・経�塚　　金鶏山（山頂部に経塚が設営。
弥勒下生を願望する兜率天浄土の「聖
なる空間」として認識される）

　　◎�居館－寺院－聖山が東西軸に並び、聖山のさら
なる西方に極楽浄土が存在する、という仏教的
方位を完全に反映。

柳之御所遺跡出土　仏教関係の遺物 猫間が淵にかかる橋脚跡と金鶏山 金鶏山山頂への日没

0 100 250 500 m

金鶏山 
無量光院 

平泉館 

猫間が淵 

平泉館  無量光院  金鶏山（経塚） 
 12 世紀後葉 ３代秀衡期 

仏国土(浄土) 

   

３ 各地域の事例 

(1) 岩手県内 

 ① 平泉（岩手県西磐井郡平泉町）    居館〇- 寺院(園池)〇 -聖山・経塚〇  

■居館  「平泉館」 柳之御所遺跡の堀内部地区が相当。政庁的役割を果たしつつも仏具の

出土、持仏堂の存在の可能性など日常的に宗教的活動を行っていたと考えられる。

発掘調査により 12 世紀後半に無量光院との連結を示す橋脚跡が「猫間が淵」から

検出されており、橋が架けられていたことが推測できる。 

■寺院  無量光院（居館内の持仏堂を発展した 

ものが無量光院と考えられる） 

翼廊・中島を持つ浄土庭園が伽藍前方 

に広がる。京都宇治の平等院を模して

建てられたといわれる。伽藍中軸線は

東西軸よりややずれる。 

▲聖山・経塚 金鶏山（山頂部に経塚が設営。弥 

勒下生を願望する兜率天浄土の「聖な

る空間」として認識される) 

◎居館－寺院－聖山が東西軸に並び、聖山のさらな

る西方に極楽浄土が存在する、という仏教的方位

を完全に反映。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜３代秀衡期の仏国土（浄土）の模式図＞ 

 
平泉館（居館） －   無量光院（寺院）  －   金鶏山（聖山）  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

金鶏山

柳之御所遺跡出土 仏教関係の遺物 金鶏山山頂への日没 猫間が淵にかかる橋脚跡と金鶏山 

＜３代秀衡期の仏国土（浄土）の模式図＞

金鶏山
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　② 日詰周辺（岩手県紫波郡紫波町）　　　居館〇　－　寺院（園池）？－　経塚〇・聖山×
■居館　　�比爪館跡（紫波町南日詰箱清水。中心域

は現赤石小学校敷地）
　　　　　　　 �…「吾妻鏡」に記載の樋爪俊衡（奥州藤

原氏と血族関係）の居館か。
　　　　　　　 1120年代～1189年まで機能。

■寺院　　�「大荘厳寺」の伝承。五郎沼北岸に位置。
　　　　　　　 12世紀の寺院の可能性。
　　　　　　　 �五郎沼は人工の池であり、中島らしき「観

音島」=「島の堂」と呼ばれる地名あり。
▲経塚　　�五郎沼の南に経塚があったとされる。（南

日詰経塚遺跡）

他に宮城県栗原市花山に所在する花山寺跡についても12世紀末頃の建立、寺院背後の北方に山陵が
位置し、東方には経塚群が所在するなどの特徴を持つが、為政者の居館跡が明確にはなっていない。

（２）福島県内
　③ 会津地方（福島県河沼郡会津坂下町） 　　　居館〇－寺院（園池）△－聖山・経塚〇

■居館　　�陣が峯城（陸奥国蛭川荘）　　12世紀前半の様相　
　　　　　　　 �二重堀で居館を包囲　　※初期の平泉館に類似
　　　　　　　 �白磁四耳壺、白磁水注等が掘立柱建物跡周辺から

出土。
　　　　　　　 �松喰鳥文様をもつ和鏡、「権衡」（はかりの重り…

古代大宝律令の重さの単位）が出土。（行政的役割
も持つ）

　　　　　　　 �木器、鉄鏃、炭化した米粒（包飯）など出土。（朝
飯時に襲撃を受けた状況）

■寺院　　�薬王寺遺跡　　※12世紀前半頃に成立。12世紀後
半頃に廃絶（陣が峯城と同様）

　　　　　　　 陣が峯城の南方４kmに立地
　　　　　　　 �山門手前の駐車場付近に当時の伽藍と浄土庭園が

広がることを発掘調査により確認。
　　　　　　　 東側が池、西側が建物、浄土庭園を持つ寺院の可能性

五郎沼経塚五郎沼北岸から比爪館中心域付近(現赤石小学校)
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　　　　　　　 西側の建物……５×１間の四面庇に翼廊を持つ建物。
　　　　　　　 東面して立地。大日如来、阿弥陀如来等を安置。
　　　　　　　 東側の園池……貯水池的な性格を有する土坑から園池に導水。
　　　　　　　 ※柳之御所遺跡の園池と似た構造

▲聖山　　薬王寺の背後（西方）の山頂付近に経塚。夏至に山頂に日が沈む。
　　　　　　　 ※陣が峯城西方には雷神山経塚あり
　　 ◎居館背後に聖山は位置するが、寺院との距離は離れる。
　　　 越後の城氏や蜷河荘の荘園領主の藤原忠実との関連が想定

　④ 浜通り地方（福島県いわき市）　　　居館？－寺院（園池）〇－聖山・経塚〇
■居館　　�東方の新川下流の平地部分（うち町周辺域）にこ

の地域一帯の支配者の岩崎氏居館が推測されるも
詳細は不明。

■寺院　　白水阿弥陀堂（12世紀前半までさかのぼる可能性）
　　　　　　　 �藤原清衡の娘（または秀衡の妹）の徳尼（岩城則

道の妻）によって造営。※岩崎氏（岩崎忠隆）に
よって建立の説もあり。

　　　　　　　 �三間四面の阿弥陀堂　※中尊寺金色堂と同系譜
▲聖山・経塚　　白水阿弥陀堂の背後（北方）に経塚山。

陣が峯城平場

雷神山経塚ふもと付近

伽藍、園池跡付近

陣が峯城の堀跡

陣が峯城出土の権衡

薬王寺遺跡山門

西方の陣が峯城を臨む

陣が峯城出土陶磁器

陣が峯城出土のつぶて石

－22－

奥州藤原氏の「拠点づくり」の考え方とその影響



（３）関東地方
　⑤ 栃木県足利市　　　居館〇－寺院（園池）〇－聖山△

■居館　　�鑁阿寺。鎌倉幕府有力御家人足利氏
の居館。

■寺院　　�樺崎寺（鎌倉時代初頭。足利氏２代
目の足利義兼が奥州合戦祈願として
建立。※平泉の寺院を模して造形。

　　　　　　　 居館の鑁阿寺から4.5km北東に位置。
　　　　　　　 �東麓に八幡池（亀池）…小角礫を疎

に敷き詰めた州浜状。
　　　　　　　 ※阿弥陀仏以外の安置仏もあるが、
　　　　　　　 西方は意識…極楽浄土を重視。
　　　　　　　 永福寺と共通。

▲聖山　　八幡山（樺崎寺の西背後に位置）　　

　⑥ 神奈川県鎌倉市　　　居館△－寺院（園池）〇－聖山〇
■居館　　�鎌倉・大倉幕府（政庁）。約800m北東（鬼門）

方向に永福寺。
■寺院　　�永福寺（源頼朝が奥州合戦後に平泉の寺院を

模して建立。（「吾妻鏡」）
　　　　　　　 �薬師堂、釈迦堂、阿弥陀堂が連なって園池に

面した造り。
　　　　　　　 ※伽藍の方位は阿弥陀堂の西が優先される。

▲聖山・経�塚　　寺院背後の西方の山は背景的効果。園
池をはさんで東方に経塚山が位置。

阿弥陀堂と経塚山

足利氏居館の鑁阿寺

浄土庭園と東側の山

八幡神社と背後の八幡山

三間四面の阿弥陀堂

樺崎寺浄土庭園
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⑦ 静岡県伊豆の国市韮山　　　居館〇－寺院（園池）〇－聖山△
■居館　　�御所之内遺跡。12世紀後半にさかのぼ

る北条氏の居館。　
　　　　　　　 �狩野川東岸の自然堤防上の守山丘陵の

谷間に立地。
　　　　　　　 �掘立柱建物の存在確認。南側に八幡神社。

■寺院　　願成就院。守山東側に臨池伽藍寺院。
　　　　　　　 （1189年、北条時政が建立）
　　　　　　　 園池形状の確実な護岸施設は未検出。
　　　　　　　 ※瓢箪型の池を描写した古文書あり。
　　　　　　　 ※西を意識した東面する伽藍構成。

▲聖山　　南東側の「守山」が聖山的存在。
他に鎌倉幕府の有力御家人の畠山重忠が建立したとされる旧平沢寺跡（埼玉県嵐山町所在）も浄土
庭園伽藍を有していたこと、経塚・信仰対象の山が周囲に位置すること、さらに居館が北西約1.5kmの
近辺に所在したと推測されており、同様の特徴を備えている。

４　小結
以上の調査内容について地域拠点を形成する三者
の関係をまとめてみる。居館■を中心において寺院■、
聖山（信仰対象の山）▲を地図上で結び付けて表現し
たものが右の図であり、次のような傾向が見て取れる。
・�紫色に大きく広がっているのが会津坂下の陣が峯
城－薬王寺、聖山の関係。
・�足利氏の樺崎寺と頼朝が建立した鎌倉の永福寺も
居館との距離は遠く離れる。居館から見て北東方
向に寺院－聖山が位置する点も共通。
・�奥州藤原氏と強いつながりを持つ紫波町日詰では、
近距離に居館－寺院－経塚が南北軸に一列に配置。
・�平泉の秀衡期の無量光院を中心とした配置……東
西軸に並び、眺望できる関係。仏教的方位も備
わっており、他に類を見ない完全な仏国土（浄
土）を表現。

永福寺の復元ＣＧ園池東方の経塚山永福寺礎石跡と西方の山
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居館・寺院・信仰対象の山（聖山）の関係が近接して立地。特に平泉は仏国土（浄土）を居館と聖山
も絡め、当時の浄土思想を十分に現実世界に表現。その後の鎌倉仏教にも大きな影響を与えたものと
考えられる。

寺院－聖山は近接するが、居館は離れる特徴。背後に信仰対象の山が位置すること、居館と寺院の距
離は離れていることが共通性。
鎌倉幕府関係者が建立した永福寺や樺崎寺は、居館から見て北東の「鬼門」の方向に建立。

会津の場合は最も距離が離れた位置関係。居館、寺院のそれぞれに信仰対象の山が位置する特徴。

関係性としてはＢの鎌倉・足利などは平泉の影響が考えられる。会津は平泉と直接的な関係性は認め
られない。

【参考文献】
・「御館の時代」2007「中世前期の磐城－開発の拠点と遺跡－」中山雅弘　高志書院
・�「樋爪俊衡と高水寺の走湯権現－平泉までの道・平泉からの道－」2015 菅野文夫　岩手大学平泉文化
研究センター年報第３集

・史跡樺崎寺跡シンポジウム　2010　「日本における浄土庭園の変遷」
・「陣が峯城跡 調査の概要」福島県河沼郡会津坂下町教育委員会
・文化財シンポジウム「12世紀の奥羽越」報告書 2006　福島県河沼郡会津坂下町教育委員会
　「12世紀の日本国と奥羽越」柳原敏昭、「12世紀の会津」吉田博行、「12世紀の会津」中山雅弘
・「寝殿造系庭園と浄土庭園」 1998 大澤伸啓　日本庭園学会誌６
・「東日本初期武家政権の考古学的研究～平泉勢力圏の位置づけを中心に～」 2011 羽柴直人
・「日本古代の庭園と景観」 1994　本中眞　吉川弘文館
・「日本庭園の歴史と文化」　2015　小野健吉　六一書房
・「中世寺院 暴力と景観」　2007年　小野正敏　高志書店
・「大貫館山館跡ほか」1990　宮城県文化財調査報告書第137集　宮城県教育委員会
・�「関東における鎌倉時代前期の庭園」　2012　大澤伸啓　平成23年度庭園の歴史に関する研究会報
告書『鎌倉時代の庭園 －京と東国－』奈良文化財研究所

・�「中世東北の地域区分」　2003　入間田宣夫　東北文化の広場７　東北文化シンポジウム報告『いく
つもの東北』東北芸工大東北文化研究センター

Ａ　居館－寺院－聖山　が近接して立地
　①の平泉、②の日詰、⑦の韮山

Ｂ　寺院－聖山は近接、寺院－居館は遠距離に位置
　④のいわき、⑤の足利、⑥の鎌倉

Ｃ　居館、寺院、聖山がそれぞれ離れる
　③の会津
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研究報告２「学校教育における世界遺産の教材化についての研究」
今野　日出晴　

県内の「平泉学習」は、小学校では、社会科の授業や総合的な学習、修学旅行などで多く
実施されているが、中学校や高校では、歴史的分野や日本史の授業で扱うものにとどまって
いる。小学校から高校までの一貫したねらいのもとで、校種に応じて、年間指導計画に位置
づけることができるようなものとして、新たな教材－ICT（情報通信技術）を活用したデジ
タル教材の開発も含めて－とセットにして「平泉学習」が提起されるべきであろう。

はじめに
本研究は、（１）世界遺産教育の具体的な実践事例を収集する、（２）世界遺産「平泉」における、
よりよい世界遺産教育のあり方の検討と成果の実現を目指す（新たなデジタル教材の開発）、（３）世
界遺産の保存管理に係る理解の深化と、保存管理を担う若い世代の育成を目指す、ことを全体目標に
している（2020年度から2024年度の５カ年計画）。
端的にいえば、世界遺産教育「平泉」のデジタル教材を開発するとともに、ICT環境のなかで活用
できる、新たな学習モデルを提案し、世界遺産教育の革新をはかろうとするものであった。そのため、
全国各地の世界遺産教育の実践事例に関して、特に、デジタル教材に積極的な地域に赴き、そこでの
開発教材と活用方策などを調査し、それらの成果をもとに、世界遺産教育「平泉」の新たなデジタル
教材を開発し、その活用と普及を目指そうとするものであった。
しかし、コロナ禍のなかで、全国への調査が困難な状況となり（それは次年度以降に実施する）、か
わって今年度は、岩手県内における世界遺産「平泉」教育の実態を明確化することを目標とした。そ
のために、まず、県内の小・中学校、高校へアンケート調査をおこない、そこから、世界遺産教育「平
泉」の実施状況を提示したい。そして、それをふまえて、今後のデジタル教材等を開発するに際して、
どのようなことが課題となるのか、今後の研究の方向性を明らかにしたい。

１　アンケートの確定と実施
まず、県との共同研究という趣旨を活かして、小・中学校、高校と校種ごとに、協力委員を選定し、
関係者会議を組織した（１）。ここで、アンケートの内容の確定、実施、分析等を行い、今年度の研究を
進めていくこととした。同時に、今後の研究を推進するための母体となるものとして位置づけた。
アンケートの内容については、当初は、デジタル教材を開発したとしても、ICT（情報通信技術＝
Information and Communications Technology）環境が整っていなければ、活用されることはないとい
うことから、そうした点についての調査も想定していた。しかし、すでに、文科省は、「初等中等教育
における教育の情報化の実態等を把握し、関連施策の推進を図るため」に、「学校における教育の情報
化の実態等に関する調査」（2019）をおこない、都道府県ごとに、その結果を公表していた（２）。さらに、
岩手県教育委員会でも、学校教育においてICTを効果的に活用し、学習の質を高めていくため、県教
育委員会と市町村教育委員会とが連携しながら学校教育の情報化を推進する「岩手県学校教育ICT推
進協議会」を設置するにともなって、各校のWi-Fi環境や校内LANなどに関してのアンケートを実施
していた（2020年10月）。さらに、文科省では、GIGAスクール構想（2019）（３）では、国公私立の小・中・
特別支援学校などの児童生徒一人一台端末、さらには、クラウド活用できる高速大容量の通信ネット

－26－

学校教育における世界遺産の教材化についての研究



ワークを一体的に整備しようと提起していた。コロナ禍のなかで、その必要性がより一層高まり、急ピッ
チで整備が進み、岩手県でも、自治体ごとに進められ、今年度内に、県内の小中学校のICT環境の設
備はほぼ行き渡るような状況となっている。したがって、デジタル教材を活用するICT環境については、
整備されることを前提に検討することが可能となり、ICT環境については、アンケートの項目からは
ずして、学習内容に焦点を絞って構想することとなった。
アンケートの内容については、校種に関わらず、共通して回答を求める項目と、校種によって固有
に尋ねる項目と、関係者会議で検討しながら、確定していった。その内容項目については、次章で詳
しく言及するが、主要には、次のような点を中心にして、アンケートの項目を作成して、各学校の実
態を調査した。それは、平泉学習をどのようなかたちでおこなっているか（社会科の授業、教科外の
修学旅行等、総合的な学習など）、どのような教材を使用しているか、そして、おこなっていないとし
たら、その理由はどこにあるのか、さらに、平泉学習で利用してみたいデジタル・コンテンツにはど
のようなものがあるかなどである。校種ごとに異なっているものとしては、小中学校では、どのよう
な教材を使用しているか、があげられているが、高校では、平泉学習が実施されるためにはどのよう
な工夫が必要と考えるか設けられている。
11月中旬には、各学校に対してのアンケートの調査依頼をおこなった。今回のアンケートは、紙媒
体ではなく、岩手大学平泉文化研究センターのサイトに「令和２年度 世界遺産平泉に係る学習状況に
関するアンケート調査について」のページをつくり、そこにアクセスして回答する形式をとった（４）。
調査期間は令和２年の11/30（月）～12/11（金）までとしたが、年末の忙しい期間にもかかわらず、
小学校212校、中学校74校、高校54校からの回答があった。岩手県の学校数は、『令和元年度 学校基本
統計（学校基本調査報告書）』（岩手県政策地域部）によれば、小学校312校、中学校162校、高校80校
となり、回収率は、小学校67.9％、中学校45.6％、高校67.5％となっている。

２　アンケート結果について
まず、「平泉学習」については、いずれの校種でも、教科の授業（社会科、地歴・公民科）で実施さ
れている割合が最も高いことがわかる（小学校：61.7％、中学校：75.3％、高校：38.7％）。

中学校

小学校
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ただし、「平泉学習」の内容が具体的に示されていないために、一律に比較できないということが指
摘される。そこで、後述するように、この「平泉学習」の内容を校種ごとに、一定程度明らかにして、
今後の方向性を示してみたい。
ここでは、小学校と中学・高校との間に、ひとつの断絶があることに着目したい。小学校では、「社
会科の授業」以外でも、「総合的な学習の時間」で扱ったり（47.1％）、「教科外の校外学習、修学旅行
等で実施される」（51.9％）という状況にある。しかし、中学校・高校では、総合的な探究や教科外で
扱われることは少なく、実施しなかったという事例も増加してくる（中学校：21.9％、高校：50％）。
高校でも修学旅行で平泉を訪れたところがみられる（事前学習としても）が、コロナ禍のなかで、県
外への修学旅行にかわって県内旅行として実施されたもので、例年の動向とは異なっている。

小学校は、社会科の授業以外でも、総合的な学習の時間で扱ったり（47.1％）、教科外の校外学習、
修学旅行等で実施されること（51.9％）も多かったが、そうした機会に教材として、「エ.教科書」（44.6％）

高等学校

小学校

中学校
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のほかに、岩手県発行の「ア.ときめき平泉の文化遺産」（69.6％）や、県社会科副読本「ウ.わたした
ちの郷土岩手」（27.7％）、さらに県発行の「イ.平泉に野外学習帳」が活用されている。しかし、中学
校や高校になると、こうした教材を活用して、「平泉学習」がおこなわれることは少なくなり（総合や
教科外で扱われることは少ない）、教材も、教科書がもっとも多くの割合（中学校：87.3％）となり、
実施しなかったという事例も増加してくる（中学校：21.9％、高校：50％）。
さて、ここで、小学校で活用されているいくつかの教材を提示し、「平泉学習」の内容構成を考えて
見たい。まず、『ときめき 平泉の文化遺産』は、旧版（2006年３月）を改訂した（全40頁、2017年３
月）。改訂は、特に、新たな発掘成果を紹介すること（下図参照）と、世界遺産の意味を明示するために、
全体の構成を組み替えることなどを軸に進められた（５）。
文章と写真を結びつけて学習できるような配慮と、丁寧にルビをふることで、小学生が理解しやす
いようにしたことも、活用されていることの理由になっている。

他に、『平泉野外学習帳』（全18頁、2018年３月）は、社会科見学や修学旅行などで、平泉を訪れた
際に体験的な学習ができるようにすることを目的に作成された（６）。『ときめき 平泉の文化遺産』が平
泉の歴史や文化財の紹介などが中心となっているが、この『平泉野外学習帳』は、次の図のように（毛
越寺を訪ねて、自分の歩幅で、金堂円隆寺の礎石間の長さを測ろうとするもの）、見学しながら、書き
込むことがめざされている。
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また、小学校４年生では、都道府県ごとに、自分たちが住む県内の様子を学ぶために、岩手県では、『あ
たらしいきょうど岩手』（岩手県社会科教育研究会）が作成され、そこでは、盛岡・二戸・宮古・葛巻・
遠野・平泉が記載され、平泉を学ぶ機会がある（「文化遺産をいかす」、「平泉の文化遺産とまちづくり」
など）。
また、小学校６年生では、日本の歴史を学ぶことになるが、教科書によっては、発展学習「ひろげ
る 世界遺産を調べよう～平泉～」（『新しい社会６ 歴史編』東京書籍、2019年検定、42～43頁）として
詳しく記されているものある。この教科書では、2010年には、平泉については、全く記載がなかったが、
2011年の世界遺産登録をうけて、2014年には、「世界遺産になった平泉」（１頁）が掲載された。そして、
今回の改訂では、さらに１頁追加された（計２頁）のである。この教科書には、私も著作関係者とし
て参加し、小学生段階ではあるが、「平泉学習」として構成される内容を示そうと考えてこれらを作成
した。次頁に、中心的な記述を示すが、その周辺に４、５枚の写真が配置されるという構成になっている。
まず「争いのない平和な浄土をめざして」では、①東北地方の政治情勢、②藤原氏の政治的都市とし
ての平泉、③浄土思想と中尊寺、④仏教中心の都市、⑤構成資産（写真：金色堂、毛越寺）、⑥経済力、
⑦浄土庭園の価値などが示されている。
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次の「柳之御所遺跡－足もとからみえる平泉」
では、⑧柳之御所遺跡、⑨保存運動、⑩柳之御
所史跡公園として整備、⑪遺構、⑫京都や中国
との交流（土器、陶磁器）、⑬磁器の流通（中
国から東シナ海、博多・京都を経由）、⑭京都
や博多と並ぶ文化的な都市、⑮さまざまな道具
などが記述されている。
それに対して、中学校になれば、同じ東京書

籍の教科書（『新しい社会 歴史』）でも、本文
には「東北地方では平泉（岩手県）を拠点に成
長した奥州藤原氏が力を持ちました」とあり、
図版で、中尊寺金色堂の大きな写真が掲載され
ている。そのキャプションには「奥州藤原氏は
金や馬などの産物と北方との交易によって栄え
ました」というものである。
高校になれば、例えば、『詳説 日本史Ｂ』（山

川出版社）では、本文で「奥州藤原氏は、清衡・
基衡・秀衡の３代100年にわたって、金や馬な

どの産物の富で京都文化を移入し、北方の地との交易に
よって独自の文化を育て、繁栄を誇った」となり、脚注では、
藤原氏の経済力だけではなく、発掘調査で、京都と北方
の文化の影響など、広い範囲の文化の交流まで記されて
いる。
こうして、中学・高校の代表的な教科書をみてくれば、

その内容は、さきの①、②、⑥などの政治的、経済的な
側面だけでなく、⑫、⑬、⑭などの文化的な交流の側面
も記述されている。
以上から、小学校段階では、社会科教科書、『わたした

ちの郷土 岩手』『ときめき平泉の学習帳』『平泉野外学習
帳』、そして、社会科見学や修学旅行など、「平泉学習」
をおこなう条件が一定程度揃っているのに対して、中学・
高校段階は、主要には社会科教科書、日本史教科書、そ
して資料集と限られており、「平泉学習」をおこなうため
の教材が十分に揃っているとは言い難い。その他にも、
社会科見学や修学旅行等もおこなわれず、「平泉学習」の
条件が揃っていないようにみえる。あるいは、小学校で
おこなわれていることで、十分であるという意識が背後
にあるのかもしれない。
その点について、「平泉学習」をおこなわなかった理由

について、「ア　時間がない」、「イ　平泉学習を、教科指
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導の年間指導計画等に組み込んでいない」、「ウ　教える側に、平泉学習を行うための知識が乏しい」、「エ　
その他」（内容は自由記述）として、尋ねてみると、いずれの校種でも、「平泉学習」を「教科指導の
年間指導計画等に組み込んでいない」ことの割合が高く（小学校42.7％、中学校56.3％、高校82.1％）、
それぞれの学校で「平泉学習」を指導計画にきちんと位置づけていないことがわかる。県民の基礎的
素養として、その必要性を認識しているにもかかわらず（このことに関する設問もあったが、今回は
紙幅の関係から言及しない）、中学校・高校へと進むにつれて、「平泉学習」の必要性は薄れていくと
いうことであろう。
また、今後、利用したいデジタル・コンテンツについて尋ねている。そのことへの回答は、校種に
よる相違はそれほどみられず、ほぼ同じような割合で、上記のア～オまで、複数回答で40～60％になっ
ている。ただし、中学校・高校へと進むにつれて、オの短時間に平泉の概要がわかるような、ストーリー
性のあるアニメ等の映像に対するものの割合が最も高くなっている（中学校：60.3％、高校：53.7％）。
また、高校では、他の問いで、「平泉学習」を実施するために、「授業等で手軽に使える、新しい教材
の提供」を求める割合（57.4％）が高いことも考慮する必要があろう。

３　今後の課題と方向性
これまでのアンケート調査の分析から、まず、小学校での体験的な「平泉学習」を踏まえて、中学校・
高校へと円滑に接続して、「平泉学習」を深めていくような、小学校から高校までの一貫したねらい
のもとで、学習モデルの策定が求められるであろう。それは、校種に応じて、年間指導計画に位置づ
けることができるようなものとして、デジタル教材も含めて、新たな教材とセットにして提起される
べきであろう（それは、中学・高校での短時間で学びたいという要求にも応答しうるようなものとし
ても考慮する必要がある）。
それでは、さきのアンケート分析で示したように、中学校・高校では、「平泉学習」をおこなうた
めの条件が揃っていないのだろうか。中学校では、新しい『学習指導要領』が、2021年には、全面実
施され、高校では、同じく2022年から年次進行が予定されている。ここでの「身近な地域の歴史」（中
学校社会）や「地域社会の歴史と文化」（高校『日本史探究』）は、全く関連しないのだろうか。
中学校社会の歴史的分野の内容Ａ「歴史との対話」では、「（２）身近な地域の歴史」は次のように
位置づけられている。「自らが生活する地域や受け継がれてきた伝統や文化への関心をもって、具体的
な事柄との関わりの中で、地域の歴史について調べたり」、「地域に残る文化財や諸資料を活用して、
身近な地域の歴史的な特徴を多面的・多角的に考察し、表現すること」となっている。さらに、『学習
指導要領 解説 社会編』では、「身近な地域の歴史」を学習する意義として、「身近な地域は、歴史上の

ア　拡張現実（AR）【注】により、当時の平泉がスマートフォン、タブレット等を通して体感できるもの

イ　中尊寺金色堂、毛越寺庭園等の仮想現実（VR）画像（ゴーグル装着）

ウ　平泉学習アプリ（スマートフォン対応：簡易でリアルに平泉の世界を体験できるもの）　

エ　平泉学習が自学できる内容のもの（ホームページ上での情報提供や市販の資料集のようなもの）

オ　短時間で平泉の概要がわかる、ストーリー性のあるアニメ等の映像等調査研究

【注　拡張現実（AR）】

　�実在する風景に仮想的な視覚情報を重ねて表示することで、当時の平泉の世界を現実として体感できる。

例として「ポケモンGO」のような体験が可能となるもの。
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出来事を具体的な事物や情報を通して理解することができるとともに、それを自らが生活する日常の
空間的な広がりの中で実感的に捉えることができる学習の場である」ことを掲げている。
さらに、「地理歴史編」の『高等学校学習指導要領』では、今回『日本史Ｂ』にかわって、新に設置
された『日本史探究』には、「地域社会の歴史と文化」について扱うようにと位置づけられ、その学習
は、中学校社会科歴史的分野における「身近な地域の歴史」の学習成果の上に立ち、地域社会の変化
に関わる考察を通じて我が国の歴史への理解を深めるものであるとされている。そして、解説編では、
「地域の範囲」を「生徒の日常の生活圏、学校の周辺、現在の市町村や都道府県域、それらを外包する
地方など」と想定し、近現代では、「古代の東北、古代の東北、中世の瀬戸内、近世の江戸と関東とい
うような地域」が例としてあげられている。

さらに、「地域の特色や地域間のつながり
等の理解を通じて地域社会と国家の歴史的な
関わりについて考察することができる」とし
て、その例に「東北・北海道などからの視点
や沖縄・九州などからの視点で歴史を見たり、
環日本海や環東シナ海など海を媒介としてア
ジア諸地域とつながる地域という枠組みで見
たり」「歴史を地域的な多面性で捉えること
が考えられる」としていることは注目される。
ここには、単に日本の歴史のなかの一部分と
しての地域ではなく、その地域から日本全体
の歴史を捉え直していくための視点としての
地域が明瞭に意味づけられている。それは、
かつての地方ではなく、環日本海や環東シナ
海など、日本を越えるような地域としての視
点が提唱されている。

こうした新たな方向性を踏まえて、すでに試行的な実践もおこなわれている。コロナ禍のなかで、
中止となってしまったが、2020年に「全国歴史教育研究協議会 第61回研究大会（岩手大会）」（実行
委員長 花巻南高校 菅原一成校長）が開催予定であった。ここでの大会テーマは、「新しい歴史教育
の実践へ向けて」であり、同名のシンポジウムも企画されていた。このシンポジウムもおこなわれなかっ
たが、幸い、発表内容を踏まえた原稿が会誌に掲載されることとなった（７）。特に、「平泉学習」との
関連で、興味深いのは、盛岡市立上田中学校 上田淳悟 主幹教諭の実践である。それは、「平泉の歴
史的価値を考える」というもので、単元の指導計画は以下の通り。全４時間の単元計画だが、そこで
の内容は、先に示した内容でいえば、②藤原氏の政治的都市としての平泉、⑤構成資産（写真：金色堂、
毛越寺）、⑥経済力、⑫京都や中国との交流（土器、陶磁器）、⑬磁器の流通（中国から東シナ海、博
多・京都を経由）、⑭京都や博多と並ぶ文化的な都市などが触れられている。それだけでなく、２時
間目では、史料として『吾妻鏡』文治５年９月17日条の「寺塔已下注文」を使い、ここから生徒に「仏
師と基衡とのやりとり」を読み解かせている。さらに、平泉の「建築物や出土物を丁寧に読み取るこ
とによって、平泉の歴史的価値を明らかにしよう」としたものであった。中学生の段階に応じて、史
料の読み取りが大きな位置を占めている。小学校の体験学習を中心とする「平泉学習」とは質の異なっ
たものとして構想され実践されていた。さらにいえば、この実践には、「海のシルクロード」の東の
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終着点としての平泉が位置づけられ、さきの国家を越えた交流という視点も意識されている。校種ご
との発達段階に応じた「平泉学習」の深め方がはっきりと提示されているのである。
これは、高等学校の「日本史探究」でも同じように展開することが可能であろう。それは、「地域の
史料から教科書の記述を深めていくような方法は、その際の一つの方向性を示している」のであり、「地
域の新たな歴史教材」をどのように開発し、豊かな内実をつくっていくのか、そうした課題をきちん
と受けとめることが求められている（８）ということであった。その意味では、例えば、中世の「陸奥国
骨寺村絵図」を活用して、「荘園絵図を読む」という実践－そこから中世の風景を再現する－や、現代
で言えば、「柳之御所保存運動」を主題に、「文化財と私たち」を考えるような実践など、いくつも新
たな歴史学習は想定できるであろう。こうした視点と切り結んで、デジタル・コンテンツの開発が実
現できれば、新たな可能性が開かれていくであろう。小学校であっても、物理的な距離や予算的な問
題から、なかなか平泉に赴いて体験学習をおこなうことが難しい学校もある。さらに、小・中・高校
ともに、時間的な制約のなかで、新たなデジタル・コンテンツが、特にARやVRを活用することは大
きな魅力になるだろう。そして、それは、ICT（情報通信技術）やVRを活用し、一人ひとりの能力や
特性に応じた学習指導の充実、遠隔教育の普及、新たな学びの体験の創出をねらいとした岩手県の「学
びの改革プロジェクト」とも合致するものでもあろう。

（１�） 関係者会議は、岩手大学から平原英俊、今野日出晴、土屋直人、岩手県から千葉正彦、半澤武彦、
協力委員として熊谷道仁（平舘高校）、千葉憲一（一関市立大東小）、及川仁（花巻市教委）、松田薫（花
巻市立桜台小）、上田淳悟（盛岡市立上田中）で進められた（敬称略）。ここでの議論が本稿にも活
かされている。感謝申し上げたい。

（２） https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1420641_00001.htm
（３�）「GIGA」とは「Global and Innovation Gateway for All」の略で、「多様な子どもたちを誰一人取
り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ICT環境を実現
する」ことを目的としている。https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm

（４）「令和２年度 世界遺産平泉に係る学習状況に関するアンケート調査について」
https://chs.iwate-u.ac.jp/questionnaire2020/

（５�） 発行は「世界遺産平泉保存活用推進実行委員会」で、事務局は「岩手県教育委員会事務局生涯学
習文化課」で、検討委員は「菊池勉、熊谷道仁、今野日出晴（座長）、千葉憲一、松田薫」であった。
この検討委員が、今回の関係者会議でも中心となっている。

（６��） 発行・事務局・検討委員は、さきの『ときめき 平泉の文化遺産』と同じであり、以下のサイトか
らダウンロードできる。
http://www2.pref.iwate.jp/~hp0909/download/H30/yagai%20gakusyuchou.pdf

（７�） シンポジストと報告名は以下の通り。上田淳悟（上田中）「地方からの視点でこそ発揮される『歴
史的な見方・考え方』～地域教材の開発を通して～」、梨子田喬（盛岡一高）「『単元を貫く問い』
を核とした授業デザイン」、小田中直樹（東北大学）「歴史教育における高大接続のコアは何か」、
そして、全体のコメントとして、今野日出晴「『問い』を立てるということ」であり、『全歴研研究
紀要』第57集（2021年３月刊行予定）に掲載予定である。

（８） 今野日出晴「『問い』を立てるということ」（『全歴研研究紀要』第57集、2021年３月刊）。
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世界遺産「平泉」の教材化についての研究

岩手大学 今野日出晴

第１回平泉学フォーラム 2０21.02.07

小学校
小学校

中学校

「日本の学校教育における世界遺産の教材化についての研究」

研究目的
・世界遺産教育「平泉」のデジタル教材を開発すると
ともに、ICT環境のなかで活用できる、新たな学習モデ
ルを提案し、世界遺産教育の革新はかろうとするもの

研究期間

・令和2（2020）年度から令和6（2024）年度

研究計画

・当初は、全国各地の世界遺産教育について、
デジタル教材とICT教育に関して実態調査を実
施する（先進的な実践事例の収集など）

小学校
小学校

中学校

高 校

いずれの校種でも、「平泉学習」を実施しているという学校において、教科の授業（
社会科、地歴・公民科）で実施されている割合が最も高いことがわかる（小学校：
61.7％、中学校：75.3％、高校：38.7％）

※「平泉学習」の内容が具体的に示されていないために、一律に比較できない
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小学校
小学校

中学校

小学校

ア 「ときめき平泉の文化遺産」ガイドブック（県発行）
イ 「平泉野外学習帳」（県発行）
ウ 「わたしたちの郷土岩手」（県社会科副読本）
エ 社会科教科書

ア 「ときめき平泉の文化遺産」ガイドブック（県発行）
イ 「平泉野外学習帳」（県発行）
ウ 「市販の副教材（資料集等）」
エ 教科書（社会科等）」

小学校
小学校

中学校

高 校

小学校と中・高校の相違
：小学校は、「社会科の授業」以外でも、「総合的な学習の時間」で扱ったり（47.1％）、「教科
外の校外学習、修学旅行等で実施される」（51.9％）
：中学校・高校は、総合や教科外で扱われることは少数で、実施しなかったという事例も増加
してくる（中学校：21.9％、高校：50％）。

中学校

ア 時間がない イ 平泉学習を、教科指導の年間指導計画等に組み込んでいない。
ウ 教える側に、平泉学習を行うための知識が乏しい。エ その他 ※ 

小学校
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ア 時間がない イ 平泉学習を、教科指導の年間指導計画等に組み込んでいない。
ウ 教える側に、平泉学習を行うための知識が乏しい。エ その他 ※ 

高校

ア 授業等で手軽に使え
る、新しい教材の提供

イ 総合的な探究、地
歴・公民科の授業に組み
込むこと

ウ 外部講師（県による
「世界遺産出前授業」
等）による講義

高校

・校種にかかわらず、ほぼ同じような割合で、新しい教材として利用して
みたいものとなっている。ただし、中学校・高校へと進むにつれて、短時
間に平泉の概要がわかるような、ストーリー性のあるアニメ等の映像に対
するものの割合が最も高くなっている。（中学校60.3％、高校53.7％）

中学校

小学校

今後の課題と方向性－1－

小学校から高校まで、一貫したねらいのもとで、
学習モデルを提案すること

→校種に応じて、年間指導計画に位置づけることが
できるようなもの

→具体的な教材とともに、提起されるべきであろう
→中学校・高校では、「平泉学習」をおこなう条件が揃ってい
ないのか？

→中学校『社会』2021年全面実施

：「身近な地域の歴史」

→高校『日本史探究』2022年から年次進行

：「地域社会の歴史と文化」

これらが切り拓く可能性は？
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今後の課題と方向性－2－

中学校「身近地域の歴史」の可能性
『中学校学習指導要領』社会 2021年全面実施

歴史的分野の内容Ａ「歴史との対話」

(2)身近な地域の歴史

自らが生活する地域や受け継がれてきた伝統や文化への関心を
もって、具体的な事柄との関わりの中で、地域の歴史について
調べたり、……／身近な地域の歴史的な特徴を多面的・多角的
に考察し、表現すること。…

高校『日本史探究』「地域社会の歴史と文化」
『高等学校習指導要領』地理歴史 2022年学年進行

地域社会の歴史と文化について扱うようにする

＜解説＞東北・北海道などからの視点や沖縄・九州などからの
視点で歴史を見たり… 歴史を地域的な多面性で捉える…

今後の課題と方向性－4－

校種ごとの「平泉学習」 その深め方 視点
「東北・北海道などからの視点や沖縄・九州などからの視点で歴史を
見たり… 歴史を地域的な多面性で捉える」高等学校学習指導要領

さまざまな時代ごとに「地域の史料から教科書の記述を深めていくよ
うな方法は，その際の一つの方向性を示している」

「地域の新たな歴史教材」をどのように開発し，豊かな内実をつくっ
ていくのか，そうした課題をきちんと受けとめることが求められてい
る（拙稿）

高校 例えば 中世「陸奥国骨寺村絵図」荘園絵図を読む

現代「柳之御所保存運動」文化財と私たち

「保存運動が同時に歴史研究でもある」（大石直正）

実践例① 平泉の歴史的価値を考える

時 学習内容と展開の概要

１

金色堂の修復
・「ＮＨＫプロジェクトＸ 金色堂大修理」を
視聴し、金色堂の価値についてまとめる。

２

奥州藤原氏の豊かさ
・大量の「かわらけ」の出土から、当時平泉が京
都、博多に並ぶ都市であったことを理解する。
・都の仏師と藤原基衡のやり取りから、奥州藤原
氏の豊かさを読み取る。

３

平泉の国際性
・中国産白磁、渥美焼・常滑焼などの出土品から、
平泉が当時の日本を代表する消費都市であったこ
とを考える。
・中国産の白磁が出土した事実をもとに、平泉が
「海のシルクロード」の東の終着点であった可能
性について考える。

４

平泉の価値についてのまとめ
・３時間の学習を通して学んだことをもとに、平
泉の価値についてまとめる。

史料 『吾妻鏡』 文治５年９月１７日条 「寺塔已下注文」

「本実践では、そうした最新の研究成果を踏ま
えて、その建築物や出土物を丁寧に読み取る
ことによって、平泉の歴史的価値を明らかにし
ていきたいと考えた。」（上田淳悟論考）

今後の課題と方向性－5－

校種ごとの「平泉学習」 その深め方 デジタル
小学校：平泉との物理的距離や予算的な問題から、平泉に赴いて体験
学習が難しい学校もある

小・中・高校：時間的な制約のなかで、新たなデジタル・コンテンツ
、特にＡＲやＶＲを活用することはひとつの方向性を示す

「学びの改革プロジェクト」（岩手県）
ＩＣＴ（情報通信技術）やＶＲを活用し、一人ひとりの能力や特性に
応じた学習指導の充実、遠隔教育の普及、新たな学びの体験の創出を
唱ったもの
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Ⅱ  平泉文化の総合的研究基本計画
（第３期）

令和２年５月

岩手県・岩手県教育委員会



１　平泉文化研究の経緯
（１） 研究基本資料の蓄積

平泉は12世紀末に奥州藤原氏が滅亡し、その後大規模な開発や災害を免れたため、いわゆる「平
泉文化」を構成した文化財等は、現在でも良好に伝えられている。そのため、「平泉文化」を解明
するための資料として、建造物、仏像を始めとする仏教美術資料、当時の記録類などの文献資料、
陶磁器や建物遺構などの考古資料などがあり、現在に至るまで、多角的な観点から学術研究が進
められてきた。
各種研究の中でも、『中尊寺と藤原四代　中尊寺学術調査報告』（1950）や『無量光院跡』（1954）、

『国宝中尊寺金色堂保存修理工事報告書』（1968）、『奥州藤原史料』（1959）、『平泉 毛越寺と観自
在王院の研究』（1961）などは、昭和年間を代表する基礎資料となっており、岩手県教育委員会に
おいても『奥州平泉文書』（1958）の刊行や、柳之御所遺跡の発掘調査を継続して実施するなど、
文化財の保護と学術情報の提供を行ってきたところである。
しかし、研究体制については、あるテーマのもとに臨時的に組織編成されるにとどまっていたため、

この段階では研究の多くを研究者の個人的努力に依存していたともいえ、発掘調査がほぼ寺社境
内に限られていた段階では、平泉文化研究の題材が、仏教美術や文献史料に偏る状況にあった。

（２） 平泉研究への関心の高揚
昭和63（1988）年に始まった、北上川一関遊水地事業及び国道４号平泉バイパス建設事業に伴

う柳之御所遺跡の緊急発掘調査は対象地が約５万㎡と、それまで平泉町内で行われてきた発掘調
査と比較して格段に広い面積であったばかりでなく、得られた調査成果も従来の認識を大きく変
えるものとなった。
この結果、「平泉文化」に対する考古学・歴史学界の認識が飛躍的に高まるとともに、中尊寺が行っ

た柳之御所遺跡の保存に向けた署名が20万人分を超えるものとなり、平泉が多くの人々の関心を
集めることとなった。この段階では、財団法人（現：公益財団法人）岩手県文化振興事業団埋蔵
文化財センター、平泉町教育委員会の平泉町文化財センター（現：平泉文化遺産センター）が、「平
泉文化」の考古学的研究に非常に大きな役割を果たした。
しかし、両組織は、開発行為等でやむを得ず消滅する遺跡の記録保存を行う発掘調査が主体であっ

たため、学術的な課題への対応という点では、調査体制や継続性が保証されているものではなかった。

（３） 研究機関整備に向けた動き
岩手県教育委員会では、柳之御所遺跡をはじめとする平泉遺跡群が一級の学術資料を提供する

素材であり、それらの発掘調査によって得られた成果を、組織的・体系的・継続的に県民等に還
元していく必要性を強く認識することとなった。一方で、体系的に「平泉文化」を研究している
機関は、国、県等を含めても存在しなかった。
このため、平成５（1993）年には「歴史的文化遺産の活用に関する懇談会」を開催し、学術機

関の必要性について討論が行われた。さらに、平成６（1994）年に「考古学研究機関の整備に係
る調査研究協力者会議」を立ち上げ、考古学研究機関設置の検討に着手し、「平泉文化研究機関整
備基本構想」を策定した。この構想では、先端的な研究を行っていくために、考古学的方法を軸
として関連する諸科学が連携した学際的方法、及び「平泉文化」を単なる一地方史としてではなく、
より広くアジア的な視点から国際的に捉えていく必要性について強調された。
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２　平泉文化研究の推進
（１） 第１期～第２期研究計画の概要
「平泉文化研究機関整備基本構想」を策定後、考古学研究機関設置に係る基本計画策定の準備を
進めたものの、研究機関の設置に先行して、研究の核である発掘調査による基礎資料の蓄積や、
平泉文化の研究者による全国的なネットワークの形成、若手研究者の人材育成などが急務とされた。
この課題を受けて、平成12（2000）年から10カ年計画による「平泉文化研究機関整備推進事業」

に基づき、「12世紀東アジアにおける平泉文化の意義」を主要テーマに据えた研究計画（以下、「第
１期研究計画」）を推進し、考古学を主とした平泉文化について、岩手県と外部研究者との共同研
究を骨格として、その成果を「平泉文化フォーラム」及び「平泉文化研究年報」により公開する
こととした。
また、第１期研究計画の途上となる平成13（2001）年に、「平泉の文化遺産」がユネスコ世界遺

産暫定リストに登載されたことから、当初設定したテーマは時宜を得たものとなった。
平成22（2010）年からは、第１期研究計画の成果と課題を踏まえた第２期10カ年計画として、「平

泉文化の総合的研究基本計画」（以下、「第２期研究計画」）を策定し、引き続き研究を推進した。
平成23（2011）年６月には、「平泉－仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡－」と

して、世界遺産委員会において世界文化遺産への登録が決議された。
しかし、柳之御所遺跡を始めいくつかの遺跡については、世界遺産としての価値証明に至って

おらず、更なる研究が必要とされたことから、本研究計画の途中から「世界遺産平泉」に係る研
究テーマを追加することとなった。
各期における主な研究テーマと研究内容は以下のとおりである。

（２） 第１期研究計画：平成12（2000）年度～平成21（2009）年度
　　平泉文化研究機関整備推進事業「12世紀東アジアにおける平泉文化の意義」
　　【目標】

・ 平泉遺跡群の発掘調査成果の蓄積
・ 平泉研究者のネットワーク構築
・ 若手研究者の人材育成
・ 大テーマ：「12世紀東アジアにおける平泉文化の意義」
・ 小テーマ：３年ごとにサブテーマを設定、最終年度に総括シンポジウムを開催

① 都市平泉の構造と平泉藤原氏の支配基盤
② 世界遺産としての平泉文化
③ 国家と異民族の関係性

　　【経過】
・ Ｈ12（2000）～Ｈ14（2002） 都市平泉の構造と平泉藤原氏の支配基盤
・ Ｈ15（2003）～Ｈ17（2005） 世界遺産としての平泉文化
・ Ｈ18（2006）～Ｈ20（2008） 国家と異民族の関係性
・ Ｈ21（2009）                      研究の総括
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（３） 第２期研究計画：平成22（2010）年度～令和元（2019）年度
　　平泉文化研究機関整備推進事業「平泉文化の総合的研究基本計画」
　　【新たな枠組】

・ 県内５大学で構成される「いわて高等教育コンソーシアム」との連携研究
  （構成大学：岩手大学・岩手県立大学・岩手医科大学・盛岡大学・富士大学）
・ 岩手大学平泉文化研究センター研究サテライトを平泉遺跡群調査事務所に設置

　　【概要】
・ 大テーマ：「平泉文化の総合的研究基本計画」
・ 小テーマ：以下のとおり

① 柳之御所遺跡の考古学的研究
② 宗教・思想と国際性
③ 都市と景観
④ 文学と伝承
⑤ 文献史料の基礎的考察
⑥ 世界遺産に関する研究（平成25（2013）年度から追加されたテーマ）
※ ⑥のテーマについては、世界遺産登録推進事業「平泉の文化遺産拡張登録に係る５カ
年研究計画」に基づき、当初の研究計画に追加して取り組むこととなったもの。

　　【世界遺産に係る研究】
・ 平成25（2013）年度～平成29（2017）年度
　 �世界遺産登録推進事業による「平泉の文化遺産拡張登録に係る５カ年の研究計画」が策定さ
れ、世界遺産に係る共同研究を実施。

・ 平成29（2017）年度～令和元（2019）年度
　 上記事業による「柳之御所遺跡検討会（平泉の仏教的理想空間に係る国際研究会）」を開催。

３　平泉文化の総合的研究基本計画（第３期）について
（１） 期間の設定

令和２（2020）年度から令和６（2024）年度に実施する、「平泉文化の総合的研究基本計画」（第
３期）（以下、「第３期研究計画」）は、従来の10カ年計画ではなく５カ年の計画で進めていくこと
としたものである。
５カ年計画とした理由としては、これまでの研究計画が10カ年ごとに大小のテーマを設定し、

長期的な視点に基づいて研究に取り組んできたものの、世界遺産登録に係る情勢の変化が著しい
ことから、計画の柔軟性と機動性を重視したことによるものである。また、平泉の世界遺産の拡
張登録を見据え、より短期的な研究成果が求められていることも理由として挙げられる。

（２） 研究テーマの設定
第３期研究計画のテーマ設定にあたっては、第２期研究計画までの成果と課題を踏まえ、大き

く５つのテーマを設定した。第２期研究計画で設定した６つのテーマのうち、「③都市と景観」、
「④文学と伝承」は一定の研究成果を上げた一方、他の４つのテーマについては、研究の進展によ
り新たな課題が提起された部分もあることから、引き続き発展的な要素も含めた研究テーマとし
て実施していくこととしたものである。
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以下の表は、第２期研究計画のテーマと成果・課題、及びそれを受けての第３期研究計画の個
別テーマをまとめた。

〇 第２期研究計画と第３期研究計画のテーマ整理表

第３期研究計画の研究テーマについては、今後更なる成果が見込まれるこれまでの研究テーマ
を継続するほか、第５回「平泉の文化遺産」拡張登録に係る研究集会「世界のなかの平泉」（平成
29（2017）年８月）において、「アジアの都市史上における世界遺産としての価値証明を確実にす
るための比較研究が必要である」と指摘されたことや、世界遺産に係る保存管理の人材育成、世
界遺産教育に係る新たな教材の開発が必要であるとの認識から、５つのテーマを設定することとした。

（３） 県等の予算事業名
・ 平泉文化研究機関整備推進事業
・ 世界遺産登録推進事業
  （以上、岩手県）
・ 「世界遺産平泉」保存活用推進事業
  （以上、「世界遺産平泉」保存活用推進実行委員会）

第２期研究計画のテーマ（Ｈ22～Ｒ１：10カ年） 第３期研究計画のテーマ
（Ｒ２～Ｒ６：５カ年）研究テーマ 成　果 課　題

①　柳之御所遺跡の
考古学的研究

〇　堀内部地区の内容が
解明された ●　堀外部地区の解明が必要 ①　柳之御所遺跡の考古

学的研究

②　宗教・思想と国
際性

〇　中国の都市との比較
検討により、平泉の固
有性が確認された

●　平泉と彼岸・此岸との関
係性を深める研究が必要

②　平泉の彼岸と此岸の
造形に係る比較研究

③　都市と景観

〇　独特の都市的領域と
して確認された
〇　浄土思想を反映した
景観形成が確認された

〇　一定の成果が得られたこ
とから終了

④　文学と伝承 〇　奥州の歌枕・西行の
文学的研究が進んだ

⑤　文献資料の基礎
的考察

〇　柳之御所遺跡出土文
字資料の一部が解読さ
れた

●　未解読の文字資料の解読、
内容検討が必要

③　出土文字資料の集成
的研究

⑥　世界遺産に関す
る研究

〇　平泉と北アジアの拠
点が検討された

●　仏教遺産、都市造営の比
較検討が必要

④　東・北アジアにおけ
る政治拠点と平泉の比
較研究

●　新たに世界遺産に係る保
存管理の人材育成が必要

⑤　学校教育における世
界遺産の教材化につい
ての研究

※ 世界遺産の拡張登録と直接関連する第３期研究テーマ：№①、②、④
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（４） 研究テーマと共同研究者
・ （公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター → 研究テーマ№①
・ 国等の研究機関（東京文化財研究所・奈良文化財研究所等）→ 研究テーマ№②・③
・ 岩手大学（平泉文化研究センター）→ 研究テーマ№④・⑤

（５） 研究テーマごとの研究目的・目標及び研究の実施方法
　　テーマ①：「柳之御所遺跡の考古学的研究」（堀内部地区と堀外部地区との関係性）
　　【研究目的・目標】

・ 未調査が多い堀外部地区の様相を把握し、今後の整備の材料として蓄積
・ 堀外部地区の検討を行い、堀内部地区や他の遺跡との比較検討を実施
・ 道路跡、区画の検討を実施（遺構の変遷、様相等の検討）

　　【研究の実施方法】
・ 平泉遺跡群調査整備指導委員会の指導に基づく調査を実施
・ �「平泉の文化遺産」ガイダンス施設（仮称）（以下、「ガイダンス施設」）を研究施設として
活用

　　テーマ②：「平泉の彼岸と此岸の造形に係る比較研究」
　　【研究目的・目標】

・ 12世紀平泉の実態の解明
・ 「平泉」及び東、北アジアの彼岸・此岸の観点に基づく政治拠点との比較研究
・ 「平泉」の顕著な普遍的価値（OUV）の検証

　　【研究の実施方法】
・ 国等の外部研究機関研究者による、現地滞在も含めた共同研究の実施
・ 国の研究機関等との学術的な連携
・ ガイダンス施設を研究施設として活用

　　テーマ③：「出土文字資料の集成的研究」
　　【研究目的・目標】

・ 柳之御所遺跡の出土文字資料の整理・読解・内容検討
・ 12世紀の国内出土事例を収集し、平泉の政治・文化・宗教の諸相を復元

№ 第３期研究計画のテーマ 共同研究者

① 柳之御所遺跡の考古学的研究
（堀内部地区と堀外部地区との関係性）

（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン
ターとの発掘調査

② 平泉の彼岸と此岸の造形に係る比較研究 国等の研究機関研究者との共同研究
（世界遺産登録推進事業との連携）③ 出土文字資料の集成的研究

④ 東・北アジアにおける政治拠点と平泉の比較研究
岩手大学との共同研究

⑤ 学校教育における世界遺産の教材化についての研究
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　　【研究の実施方法】
・ 国等の外部研究機関研究者による、現地滞在も含めた共同研究の実施
・ 先端的科学機器を用いた文字資料の解読
・ 国の研究機関等との学術的な連携
・ ガイダンス施設を研究施設として活用

　　テーマ④：「東・北アジアにおける政治拠点と平泉との比較研究」
　　【研究目的・目標】

・ �東・北アジアにおける前近代の政治都市（拠点）の成立過程を検討し、12世紀における「平
泉」との比較研究

・ 政治と行政拠点としての「平泉」が、東・北アジアにおいて独特の位置にあることを追究
　　【研究の実施方法】

・ 東・北アジアにおける前近代政治都市（拠点）の成立過程を調査
・ 日本列島の近世以前における政治都市（拠点）の成立過程を調査
・ 政治拠点「平泉」の成立過程の調査
・ 「平泉」と他の政治都市（拠点）の比較に係るシンポジウムを開催

　　テーマ⑤：「学校教育における世界遺産の教材化についての研究」
　　【研究目的・目標】

・ 世界遺産教育の具体的な実践事例の収集
・ �「平泉」における、よりよい世界遺産教育のあり方の検討と成果の実現（新規デジタル教材
等の開発）

・ 世界遺産の保存管理に係る理解の深化、保存管理に係る若い世代の人材育成
　　【研究の実施方法】

・ 全国各地における世界遺産教育の実態調査
・ 岩手県内における「平泉」教育の実態調査
・ 世界遺産教育に係る課題の抽出、及び教育課程と世界遺産教育の関係整理
・ 「平泉」教育に係るワークショップの実施と関係教材（デジタル教材）の開発

（６） 研究の実践（『平泉学』とガイダンス施設）
第３期研究計画については、令和３（2021）年度内に開設が予定されているガイダンス施設に

おいて、＊『平泉学』（＝「平泉文化」に係る総合的な学術研究領域）を実践の柱として研究計画
を進めていくものである。
ガイダンス施設の基本計画の中において、「平泉文化の多角的な調査・研究と研究者の交流の拠

点として、学術情報が集積し活用される施設」と示されており、施設を研究の拠点として位置づ
けるとともに、学術研究を更に推進させていくこととしている。
また、国等の研究機関の研究者との共同研究を実施する理由として、将来的に国立博物館の誘

致を目指しているところであり、その足掛かりとして平泉に国等の研究者に滞在していただきな
がら研究に取り組むことなどを想定している。
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＊『平泉学』
「平泉の文化遺産」をはじめとする情報発信力を強化するため、「平泉学」を軸とした学術研究
に基づく情報発信等を充実します。（「いわて県民計画（2019～2028）」より

〇 『平泉学』研究フレームのイメージ

（７） 成果の公開
研究の成果については、毎年度「平泉学研究会」、「平泉学フォーラム」、「研究年報」により公開・

刊行する。主な実施内容は以下のとおりである。
　　①　「平泉学研究会」

研究者を対象とし専門性を高めた内容とする。研究計画の進捗により得られた成果の経過
報告と、新たに生じた課題等に対して研究討議を行う。

　　②　「平泉学フォーラム」
平成12（2000）年度から開催されてきた「平泉文化フォーラム」を発展的に再編して実施する。

一般県民向けを対象とするもので、より理解しやすい内容として開催する。
　　③　「平泉文化研究年報」

平成12（2000）年度から刊行を重ねてきた『平泉文化研究年報』を継続・発展させるもので、
県と岩手大学との研究成果を収録する。

－48－

平泉文化の総合的研究基本計画（第３期）



　　④　「平泉学研究年報」
令和２（2020）年度から、県と国研究機関等の研究者との研究成果を収録する。

４　今後に向けて
第３期研究計画の策定にあたっては、世界遺産の拡張登録を見据えた内容を研究テーマとして

重点化し、ガイダンス施設を『平泉学』の研究拠点とすることによって、岩手県及び岩手県教育
委員会が合同で実施することとしたものである。
設定した研究計画及び研究テーマについては、令和２（2020）年度から令和６（2024）年度ま

での５カ年による見通しを立ててはいるものの、研究の進展や情勢の変化等によっては、研究テー
マの内容を一部見直す必要性が生じることも考えられる。
今後、他の研究機関等との連携による研究計画を進めながら、多くの研究者が平泉に集い、研

究活動がより一層活性化して得られた成果によって、国際的な情報発信を行っていきたい。
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施
設
と
し
て
活
用

・
文
献
調
査

・
現
地
調
査

・
検
討
会
の
開
催

・
文
献
調
査

・
現
地
調
査

・
検
討
会
の
開
催

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
活
用

・
文
献
調
査

・
現
地
調
査

・
検
討
会
の
開
催

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
活
用

・
文
献
調
査

・
現
地
調
査

・
検
討
会
の
開
催

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
活
用

・
研
究
成
果
の
総
括
的
な
ま
と
め

・
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

研
究

内
容

Ｒ
２

Ｒ
３

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

研
究
目
的
/
目
標

・
柳
之
御
所
出
土
遺
物
の
文
字
資
料
に
つ
い
て
、
未
解
読
の
文
字
資
料
の
整
理
・
読
解
・
内
容
検

討
を
実
施

・
1
2
世
紀
に
お
け
る
国
内
の
出
土
事
例
を
収
集
し
、
「
平
泉
」
に
お
け
る
政
治
・
文
化
・
宗
教
の

諸
相
を
復
元

・
出
土
資
料
と
文
字
の
検
証

・
出
土
資
料
と
文
字
の
検
証

・
出
土
資
料
と
文
字
の
検
証

・
出
土
資
料
と
文
字
の
検
証

・
文
字
資
料
と
1
2
世
紀
に
お
け
る
「
平
泉
」

の
諸
相
を
検
証
し
総
括

研
究
実
施
方
法
/

計
画

・
国
等
の
研
究
機
関
研
究
者
に
よ
る
、
現
地
に
よ
る
共
同
研
究
の
実
施

・
先
端
的
科
学
機
器
を
用
い
た
文
字
資
料
の
解
読

・
国
等
の
研
究
機
関
と
の
学
術
的
な
連
携

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
を
研
究
施
設
と
し
て
活
用

・
文
字
資
料
検
討
会
の
開
催

・
資
料
の
収
集

・
分
析
機
器
の
活
用

・
国
内
出
土
事
例
の
調
査

・
文
字
資
料
検
討
会
の
開
催

・
資
料
の
収
集

・
分
析
機
器
の
活
用

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
活
用

・
国
内
出
土
事
例
の
調
査

・
文
字
資
料
検
討
会
の
開
催

・
資
料
の
収
集

・
分
析
機
器
の
活
用

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
活
用

・
国
内
出
土
事
例
の
調
査

・
文
字
資
料
検
討
会
の
開
催

・
資
料
の
収
集

・
分
析
機
器
の
活
用

・
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
活
用

・
研
究
成
果
の
総
括
的
な
ま
と
め

・
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

研
究

内
容

Ｒ
２

Ｒ
３

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

研
究
目
的
/
目
標

・
世
界
遺
産
と
し
て
の
「
平
泉
」
の
新
た
な
学
術
意
義
を
確
認
す
る
た
め
、
東
・
北
ア
ジ
ア
に
お

け
る
前
近
代
の
政
治
都
市
（
拠
点
）
の
成
立
過
程
を
比
較
検
討

・
政
治
・
行
政
拠
点
と
し
て
の
平
泉
が
、
東
・
北
ア
ジ
ア
に
お
い
て
独
特
の
位
置
に
あ
る
こ
と
を

明
確
化

日
本
列
島
の
近
世
以
前
の
政
治
都
市
の
成
立

過
程
の
研
究
段
階
を
整
理

東
ア
ジ
ア
（
中
国
）
に
お
け
る
前
近
代
の
政

治
都
市
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
宗
教
的
観

点
か
ら
整
理

東
ア
ジ
ア
（
中
国
、
朝
鮮
半
島
）
に
お
け
る

前
近
代
の
政
治
都
市
の
成
立
過
程
に
つ
い

て
、
宗
教
的
観
点
か
ら
整
理

北
ア
ジ
ア
（
中
国
東
北
部
ほ
か
）
に
お
け
る

前
近
代
の
政
治
都
市
の
成
立
過
程
に
つ
い

て
、
宗
教
的
観
点
か
ら
整
理

・
平
泉
の
成
立
過
程
を
整
理

・
日
本
及
び
東
・
北
ア
ジ
ア
諸
都
市
と
の
比

較
研
究

・
平
泉
が
独
特
の
政
治
・
行
政
拠
点
で
あ
る

こ
と
を
明
確
化

研
究
実
施
方
法
/

計
画

・
東
・
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
前
近
代
政
治
都
市
（
拠
点
）
の
成
立
過
程
の
調
査
（
特
に
宗
教
と
の

関
係
）

・
日
本
列
島
の
近
世
以
前
に
お
け
る
政
治
都
市
（
拠
点
）
の
成
立
過
程
の
調
査
（
特
に
宗
教
と
の

関
係
）

・
政
治
拠
点
「
平
泉
」
の
成
立
過
程
の
調
査

・
東
・
北
ア
ジ
ア
都
市
と
「
平
泉
」
と
の
比
較
に
係
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施

・
文
献
調
査

・
現
地
調
査
、
現
地
研
究
者
と
の
意
見
交
換

・
文
献
調
査

・
現
地
調
査
、
現
地
研
究
者
と
の
意
見
交
換

・
文
献
調
査

・
現
地
調
査
、
現
地
研
究
者
と
の
意
見
交
換

・
文
献
調
査

・
現
地
調
査
、
現
地
研
究
者
と
の
意
見
交
換

・
研
究
者
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
 
（
国
際
シ

ン
ポ
を
予
定
）

研
究

内
容

Ｒ
２

Ｒ
３

Ｒ
４

Ｒ
５

Ｒ
６

研
究
目
的
/
目
標

・
世
界
遺
産
教
育
の
具
体
的
な
実
践
事
例
の
収
集

・
世
界
遺
産
「
平
泉
」
に
お
け
る
よ
り
よ
い
世
界
遺
産
教
育
の
あ
り
方
の
検
討
と
成
果
の
実
現

　
（
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
開
発
）

・
世
界
遺
産
の
保
存
管
理
に
係
る
理
解
の
深
化
と
保
存
管
理
を
担
う
若
い
世
代
の
人
材
育
成

岩
手
県
内
に
お
け
る
世
界
遺
産
「
平
泉
」
教

育
の
実
態
を
明
確
化

東
日
本
に
お
け
る
世
界
遺
産
教
育
の
実
態
を

明
確
化

西
日
本
に
お
け
る
世
界
遺
産
教
育
の
実
態
を

明
確
化

「
平
泉
」
教
育
に
係
る
課
題
の
整
理
と
教
材

を
試
作
し
、
効
果
を
検
証

世
界
遺
産
「
平
泉
」
教
育
の
在
り
方
を
総
括

研
究
実
施
方
法
/

計
画

・
全
国
各
地
に
お
け
る
世
界
遺
産
教
育
の
実
態
調
査

・
岩
手
県
内
に
お
け
る
「
平
泉
」
教
育
の
実
態
調
査

・
世
界
遺
産
教
育
に
係
る
課
題
の
抽
出
、
及
び
教
育
課
程
と
世
界
遺
産
教
育
の
関
係
整
理

・
「
平
泉
」
教
育
に
係
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
と
、
関
係
教
材
の
開
発

・
県
内
各
校
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
聞
き
取

り
調
査

・
児
童
・
生
徒
の
理
解
度
調
査

・
平
泉
に
係
る
教
材
調
査

・
世
界
遺
産
が
所
在
す
る
市
町
村
教
委
へ
の

聞
き
取
り
調
査
（
学
校
訪
問
を
含
む
）

・
世
界
遺
産
が
所
在
す
る
市
町
村
教
委
へ
の

聞
き
取
り
調
査
（
学
校
訪
問
を
含
む
）

・
平
泉
に
係
る
教
材
調
査

・
世
界
遺
産
が
所
在
す
る
市
町
村
教
委
へ
の

聞
き
取
り
調
査
（
学
校
訪
問
を
含
む
）

・
平
泉
に
係
る
教
材
調
査

・
「
平
泉
」
教
育
の
課
題
に
係
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

・
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
試
作
、
完
成

・
「
平
泉
」
教
育
の
課
題
に
係
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

・
デ
ジ
タ
ル
教
材
に
よ
る
実
践

研
究

テ
ー

マ
④

 
東

・
北

ア
ジ

ア
に

お
け

る
政

治
拠

点
と

平
泉

と
の

比
較

研
究

研
究

テ
ー

マ
⑤

 
学

校
教

育
に

お
け

る
世

界
遺

産
の

教
材

化
に

つ
い

て
の

研
究

研
究

テ
ー

マ
②

 
平

泉
の

彼
岸

と
此

岸
の

造
形

に
係

る
比

較
研

究

研
究

テ
ー

マ
③

 
出

土
文

字
資

料
の

集
成

的
研

究

研
究

テ
ー

マ
①

　
柳

之
御

所
遺

跡
の

考
古

学
的

研
究

 （
堀

内
部

地
区

と
堀

外
部

地
区

の
関

係
性

に
つ

い
て

） 第
１

次
調

査
（

H
3
0
か

ら
着

手
中

）
第

２
次

調
査

（
３

カ
年

）
総

括
年

度

３
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平泉文化の総合的研究基本計画（第３期）





令和２年度「第１回平泉学研究会」実施報告

１　日　　時　　令和３年２月６日（土）13：00～16：00
２　場　　所　　岩手大学理工学部「銀河ホール」
３　主　　催　　岩手大学、岩手大学平泉文化研究センター、岩手県、岩手県教育委員会
４　対　　象　　�研究者（事前に県内文化財関係担当者、世界遺産シンポジウム参加者、平泉関

係研究者、過去３年間の共同研究者等を中心に招待メールを送信）
５　実施方法　　岩手大学をハブとしたZOOMによりリモートで実施
６　日程・発表者

　研究報告①『柳之御所遺跡の考古学的研究』
　�岩手県教育委員会（（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 主任
文化財専門員）北村忠昭

　研究報告②『平泉の彼岸と此岸の造形に係る比較研究』
　国立文化財機構文化財防災センター 東京分室長  岡田 健
　研究報告③『出土文字資料の集成的研究』
　国立歴史民俗博物館 研究部教授  三上 喜孝
　研究報告④『東・北アジアにおける政治拠点と平泉の比較研究』
　岩手大学平泉文化研究センター教授  劉 海宇、教育学部教授  菅野 文夫
　岩手県文化スポーツ部文化振興課 世界遺産担当 主任主査  戸根 貴之

７　参加者数　　40名
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第１回平泉学研究会・第１回平泉学フォーラム実施報告



令和２年度「第１回平泉学フォーラム」実施報告

１　日　　時　　令和３年２月７日（日）10：30～16：15

２　場　　所　　一関文化センター（中ホール）

３　主催・共催・後援
主　　催	 　岩手県、岩手県教育委員会、岩手大学、岩手大学平泉文化研究センター
	 　「世界遺産平泉」保存活用推進実行委員会
共　　催	 　一関市教育委員会、奥州市教育委員会、平泉町教育委員会

４　対　　象　　一般

５　実施方法　　�コロナウイルスの感染拡大により、会場は収容定員の半数（200名）に制限し、　
YouTubeによる動画の同時配信も合わせて実施。

６　日　　程
基調講演『「平泉」の世界遺産の価値を読み解く』　本中 眞（前内閣官房内閣参事官）
研究報告①『柳之御所遺跡の考古学的研究』
　岩手県教育委員会（（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター）北村 忠昭
研究報告②『平泉の彼岸と此岸の造形に係る比較研究』
　国立文化財機構文化財防災センター 東京分室長　岡田 健
研究報告③『出土文字資料の集成的研究』
　国立歴史民俗博物館 研究部教授　三上 喜孝
研究報告④『東・北アジアにおける政治拠点と平泉の比較研究』
　岩手大学平泉文化研究センター教授　劉 海宇、岩手県教育委員会　大道 篤史
研究報告⑤『日本の学校教育における世界遺産の教材化についての研究』
　岩手大学教育学部 教授　今野 日出晴
調査報告①『骨寺村荘園遺跡の調査』
　一関市教育委員会　菅原 孝明
調査報告②『長者ケ原廃寺跡の調査』
　奥州市教育委員会　中島 康佑
調査報告③『志羅山遺跡の調査』
　平泉町教育委員会　鈴木 博之

７　入　場　者　　　会場200名、動画視聴300名
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